
規　約

アライオートオークショングループ



　　　第　一　章　　　総　　　　則

　第１条（目　　的）

　 当規約は、荒井商事株式会社及びアライオートオークション仙台株式会社が主催する中古自動車・中古自動
二輪車のオートオークションに関し、荒井商事株式会社及びアライオートオークション仙台株式会社と会員との間
の権利義務等について定め、オークションが公正に運営されることによって、会員及び流通業界の発展に寄与す
ることを目的として、本規定を以下のとおり定めるものとします（アライ建機オークションは別途規約）。

　第２条（名　　称）

　 荒井商事株式会社が主催するオートオークションをアライオートオークションと称し、略称アライＡＡとします（以
下「アライＡＡ」と称する）。また、アライＡＡを運営する主体としての荒井商事株式会社及びアライオートオークショ
ン仙台株式会社をアライＡＡという場合もあります。

　第３条（管理・運営）

　 前項の、アライＡＡが開催するすべてのオークションは、アライＡＡにおいて管理・運営するものとします。また、
アライＡＡが作成する車両情報等の登録データの知的所有権ならびに使用権は、アライＡＡに専属的に帰属する
ものとし、会員及び第三者がアライＡＡの許可なくこれを転載するなど、再利用することを禁ずることとします。

　第４条（免責）

　 アライＡＡは、以下における一切の損害においては責任を負わないものとします。
１　　コンピュータのハードウェア及び設備故障等の原因によるオークション実施不能。
２　　通信機器、通信回線、プログラム等の障害または瑕疵等によるオークションの開催中断・遅延・実施不能。
３　　第三者によるシステムへの妨害、侵入、情報改変等によるオークション実施不能。
４　　人災、天災等に起因するサービス提供の停止、提供情報の遅配等が発生した場合。
５　　以上に準じる事由が発生した場合の損害。

　第５条（個人情報の取扱）

１　　アライＡＡにおいては、運営を円滑に行うために個人情報の取得を行います。個人情報とは、氏名、住所、電
　話番号、生年月日、オークション取引履歴などであって、特定の個人を識別することができる情報を指します。
２　　個人情報の利用目的は以下に限ります。
（１）　　アライＡＡの運営に伴うサービスの提供。
（２）　　サービスの改善または新たなサービスの開発を行うこと及びその案内に関すること。
（３）　　他のオークション会場等との提携に基づくサービスの提供に関すること。
（４）　　一般社団法人日本オートオークション協議会への提供。
（５）　　その他アライＡＡの営業に関する行為。
３　　取得した個人情報については、以下のいずれかに該当する場合を除き、第三者への開示は行いません。
（１）　　ご本人の同意がある場合。
（２）　　法令等に基づき、裁判所、税務署、警察機関などの公共機関から開示の要請があった場合。
（３）　　サービスを提供するため、業務提携先、業務委託先及びそれらの候補先に預託する場合。
（４）　　一般社団法人日本オートオークション協議会への提供（提供された情報は同法人の参加会場によって共
　　　有されます）。
（５）　　上記の他、アライＡＡが運営を行ううえで、正当な理由があると認められる場合。
４　　取得した個人情報については、情報漏洩、流用、改ざん、紛失等の防止のために対策を講じ、適切に管理
　　します。
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　第６条（所在地等）

１　　アライＡＡの各会場の所在地は、アライＡＡ小山会場を栃木県小山市粟宮548に、アライＡＡベイサイド会場
　 を神奈川県川崎市川崎区東扇島90に、アライＡＡ福岡会場を福岡県糟屋郡新宮町大字上布683-1に、アライ
　 ＡＡ仙台会場を宮城県黒川郡大和町宮床字森の腰135－1に置きます。
２　　アライＡＡのうち、アライＡＡ小山会場、アライＡＡベイサイド会場及びアライＡＡ福岡会場は荒井商事株式会
　 社が管理・運営し、アライＡＡ仙台会場は、アライオートオークション仙台株式会社が管理・運営します。

      第　二　章　　　会　　　　員

  第７条（会員資格）

　 アライＡＡが開催するオークションへの参加は、アライＡＡが定める会員登録を行った者のみに認められ、その
会員資格は、以下の各号の要件を満たした者とします。
１　　アライＡＡが開催するオークションへの参加資格は、次の各号の要件を満たした者とします。
（1）　 古物商許可証を有する者で、自動車・二輪車・建機・農機等の商いを主たる業務としていること。
（２）　 アライＡＡと会員契約を締結した者であること。
（３）　 事業設立及び古物商許可証を受けてから２年経過しており、また、営業時間内に連絡の取れる営業拠点　　　
　　  もしくは整備工場を持ち、現に営業活動を行っていること。
（４）　 前各号の条件を満たし、アライＡＡに参加を承認された者であること。
（５）　  その他アライＡＡが特別に認めた者であること。
２　　前項にかかわらず、以下の各号のいずれかに該当する場合、アライＡＡは、当該個人または会社法人を会員
　 資格の満たさないものと判断することができるものとします。また、以下の各号のいずれかに該当する者が会社
　 法人の役員を務める当該会社法人についても、会員資格を満たさない者と判断することができるものとします。
　 尚、アライＡＡは、会員登録申請を拒否するに際して、拒否理由を説明する必要はないものとします。
（１）　 過去５年以内に破産宣告を受けまたは手形・小切手の不渡りを出したことがあるとき。
（２）　 過去５年以内に民事再生手続、会社更生手続、会社整理手続を自らまたは代表者として行ったことがある
　　　とき。
（３）　 過去に、刑事事件で禁固以上の有罪判決（執行猶予付きの判決を含む。）を受けたことがあるとき。
（４）　 暴力団、暴力団関係企業、総会屋、社会運動等標榜ゴロ、特殊知識暴力集団等（以下「反社会的勢力」
　 　等という。）に資金提供もしくはそれに準ずる行為を通じて、その維持または運営に協力・関与している者で
　　 あるとアライＡＡが認めたとき。
（５）　 その他業界情報等により、アライＡＡが会員資格を満たさない者と判断した場合。

  第８条（会員登録）

　 前条の会員資格を有する者が、以下の手続きを行い登録するものとします。但し、アライＡＡが、他社のオーク
ション会場等との業務提携等により、当該他社の会員についてアライＡＡのオークションに参加することを認めた
場合は、以下の条件の適用を受けないこととします。尚、当該他社の会員についても、アライＡＡの会員として本
規約に従うものとします。また、アライＡＡの判断により、登録条件・手続きが異なる場合があります。
１　　会員登録に関しましては、以下の書類の提出を行うものとします。
(１)　　 会社法人の場合は、

   Ａ  入会申込書
   Ｂ  連帯保証書
   Ｃ  古物商許可証のコピー
   Ｄ  ＩＤカード申請書、ＩＤカード用顔写真：代表者以外は身分証明書
   Ｅ  展示場等の写真
   Ｆ  会社登記簿謄本、会社印鑑証明書
   Ｇ  代表者個人の印鑑証明書
   Ｈ  誓約書
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(２)　　 個人事業主の場合は、
   Ａ  入会申込書
   Ｂ  連帯保証書
   Ｃ  古物商許可証のコピー
   Ｄ  ＩＤカード申請書、ＩＤカード用顔写真：代表者以外は身分証明書
   Ｅ  展示場等の写真
   Ｆ  会社所在地（展示場等）の不動産登記簿謄本（借地の場合は賃貸借契約書コピー）
   Ｇ  代表者個人の住民票、印鑑証明書
   Ｈ  誓約書

２　　会員登録に関しましては、下記に従い連帯保証人をつけていただきます。
(１)　　 会社法人の場合は、

   Ａ  上場企業の場合 ・・・保証人・保証金を不要とします。 　　     
   Ｂ  その他の法人の場合・・・代表者とその他１名の連帯保証人を要します。

    （代表者が連帯保証人の条件に満たない場合は１名追加となります）
(２)　　 個人事業主の場合は、
　　　 ２名の連帯保証人を要します（代表者は入会申請者自身ですので、連帯保証人となることはできません）。
(３) 　　アライＡＡは、会員または連帯保証人の信用に問題があると判断した場合には、会員に対して連帯保証
　　　人の追加・変更や、その他会員の信用を補完するに足りる担保の提供を要求することができるものとします。
　　　 この場合会員は、直ちに必要な担保等を提供しなければならないものとします。
３　　保証金を預託していただきます。
４　　入会金をお支払いいただきます。
５　　登録証（ポスカード・ＩＤカード）の交付を受けていただきます。
６　　アライＡＡは、必要に応じて、本条１項から５項と異なる取扱いの会員制度を別途設けることができるものとし
　 ます。

  第９条（登録期間）

　 会員の登録期間及び会員契約の更新は以下のとおりとしますが、会員が、更新時における新規入会と同等の
基準に合致しない場合のほか、アライＡＡは、理由の如何を問わず、その裁量により、会員契約の更新を拒絶す
ることができるものとします。
１　　会員の登録期間（契約期間）は、入会日より１年間とし、契約期間満了の３ヶ月前までに、アライＡＡまたは会
　 員のいずれからも書面による別段の意思表示がない場合には、契約期間は１年間延長されるものとし、以降も
　 同様とします。但し、アライＡＡが、契約を終了する書面を会員の届出住所に宛てて送付したにもかかわらず、
　 当該書面が会員に到達しない場合には、当該書面が通常到達すべきときに終了の意思表示がなされたもの
　　とみなします。
２　　アライＡＡは、必要に応じて随時、会員の情報を確認でき、会員の登録事項に変更があった場合には、会員
　 を取引停止とします。
３　　会員は、登録事項に変更が生じた場合には、速やかにアライＡＡに対して変更事項を届出なければならな
　 いものとし、変更が生じてから２週間以内に届出がなされない場合には、アライＡＡは、会員を取引停止または
　 会員資格の失効をすることができるものとします。

  第10条（登録の抹消・再登録・登録の変更）

１　　会員は、登録期間中に何らかの理由で登録を抹消しようとするときは、その旨を、アライＡＡの各会場事務局
　 に申し出るものとし、登録を抹消したのち保証金の返還を受けることができます。尚、保証金は、登録抹消後、
　 本契約上の支払債務がある場合は、それを控除して返還します。
２　　前項の取扱を受けた会員が、再登録を希望する場合は、第８条に定める登録手続きによるものとします。
３　　会員は、所在地の移転、代表者の変更など、第８条第１項・第２項に変更があった場合については、30日以
　 内に更新手続きをするものとします。

  第11条（保　証　金）

　 保証金の取扱い等については、以下のとおりに定めます。
１　　保証金の額は、50,000円とします。
２　　保証金は、無利息とします。
３　　保証金は、会員が、アライＡＡに対して負担する、債務を担保するものとします。
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４　　保証金は、会員登録の抹消、会員契約の解除または会員資格を喪失した後、アライＡＡに対して負担してい
　  る債務に充当したうえ、その残額を返還するものとします。但し、保証金が会員登録の抹消、会員契約の解除
　　または会員資格を喪失した日のうち一番早い日より、満３年を経過してもなお受領されないときは、アライＡＡ
　　は、その返還義務を免れるものとします。

  第12条（入　会　金）

　 入会金の額は、50,000円とします。

  第13条（登　録　証）

１　　第８条の定めにより交付された登録証（ポスカード）は、アライＡＡのいずれのオークションに来場参加する場
　 合にも持参し、事務局で手続をしてから、オークションに参加するものとします。また、ＩＤカードは、オークション
　 開催日にかかわらず、オークション会場来場時には、他から見えるように胸等に着けて入場するものとします。
２　　会員が登録証（ポスカード）及びＩＤカードを携行していない場合において、アライＡＡは、会員に対しオーク
　　ションの参加を拒否することができるものとします。

  第14条（登録証の紛失）

１　　登録証（ポスカード）を紛失した場合または盗難にあった場合、当該会員は、アライＡＡに対してただちにそ
　 の旨を届け出、再発行手続きを行うものとし、再発行には、第25条に定める手数料を支払わなければならない
　 ものとします。
２　　登録証（ＩＤカード）を紛失した場合または盗難にあった場合、またはIDカード取得者が不要となった場合、
　 当該会員は、アライＡＡに対してただちにその旨を届け出、再発行手続きまたは返却手続きを行うものとし、再
　 発行には、第25条に定める手数料を支払わなければならないものとします。
３　　登録証（ポスカード・ＩＤカード）の紛失、盗難及び再発行手続等を行わないことによって生じる一切の責任
　 は、当該会員が負うものとします。

      第　三　章　　　オークションの基本的な仕組み

１　　アライＡＡが開催するオークションに、会員登録をした参加者が、出品または応札による参加をし、中古車の
　 売買を行ないます。売買契約は、出品者を売主、落札者を買主として成立し、アライＡＡは、同契約上の義務
　 履行の仲立ちを行います。
２　　オークションへの出品・落札については、第七章　出品、第八章　落札及びその他本規約に則り、行うものと
　 します。
３　　売買契約の成立は、アライＡＡが、会員に対し確認意思表示を行なったときとし、確認意思表示とは、次の
　 各号のとおりとします。但し、アライＡＡにおける売買契約は、本規約第４７条第１項に基づくアライＡＡによる解
　 除権を留保したものとし、アライＡＡは、出品者と落札者との間で売買契約が成立した場合であっても、出品者
　 と落札者との関係、出品または落札価格、出品から落札に至る経過その他諸般の事情に鑑み、オークション取
　 引として適当でないと判断したときは、当該売買契約を解除して無効にすることができるものとします。
（１）　　オークション会場内でのポス席による参加またはインターネットによる参加を問わず、オークションに参加
　　　するために会員が使用するコンピューターの画面上において、落札した旨の表示がされることにより確認意
　　　思表示とします。
（２）　　商談による落札の場合は、商談を申し込まれた側の会員の承諾する旨の意思表示により、確認意思表示
　　　 とします。
４　　流札（売買契約が成立しなかった場合）した場合、会場ごとにアライＡＡが定めた所定の申請方法により、商
　 談の申込みができるものとします。尚、商談については第八章　落札にて定めるものとします。
５ 　 落札した場合（商談による売買契約の成立を含む）は、第十章　車両代金等の決済に定める決済を行なっ　
　　ていただきます。尚、アライＡＡの判断により、車両代金等の決済が完了するまで、落札車両の搬出を制限す
　　る取扱いをすることがあります。
６　　 成約した場合（出品した車両の売買契約が成立した場合及び商談による売買契約の成立を含む）は、第九
　　章書類に定める譲渡書類等のアライＡＡへの送付を行なっていただきます。
７　　オークションにおける売買代金等の請求は、すべてアライＡＡが行うものとし、その支払も、すべてアライＡＡ
　 宛に行うものとします。
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      第　四　章　　　会員の権利義務

  第15条（権　　利）

　 会員は、アライＡＡのいずれのオークションにおいても車両を出品し、または車両を落札することができるものと
します。

  第16条（制　　限）

１　　アライＡＡは、個々の会員に対して、落札限度額（与信限度額）の設定を行います。また、落札車両の搬出
　 制限（入金確認後搬出）等の制限をつけることがあります。          
２　　会員は、会員登録日より３ヶ月間は原則として、オークション開催日当日の落札限度額を300万円迄に制限
　　されるものとします。また、３ヶ月間を経過したのちでも、利用状況により、取引制限の措置（落札車両代金等
　 精算後の搬出等）をとる場合もあります。　
３　　会員が、第39条に定める債務の履行を遅延している間、その他本規約に違反している間またはアライＡＡと
　 のその他契約に違反している間は、会員は、次回以降の開催オークション取引、オークション以外の物品取引
　  、その他ＡＩ－ＮＥＴを含むアライＡＡが提供する一切のサービスを利用する権利を有しないものとします。
４　　開催当日の来場（同一社内）は、２名までとします。

  第17条（取引制限・一時取引停止）

１　　会員が以下の各号の１つに該当した場合は、何らの通知催告を要せず、会員の取引制限や一時取引停止
　 の措置ができるものとします。
（１）　　第39条に定める債務の履行を遅延したとき。
（２）　　会員または会員の役職員に関して、刑事事件に関与もしくは報道機関による不正行為の情報（記事掲載
　　　及び報道）等の類似した不安要素が判明したとき。
（３）　　代表者が長期不在のとき。
（４）　　営業状態が確認できないとき。
（５）　　会場内外において粗暴行為（暴言も含む）があったとき。
（６）　　会場よりの指示指導に従わないとき。
（７）　　業務提携しているオークション会場等から、提供された提携先での規約違反または債務不履行等の情報
　　　等が判明したとき。
（８）　　会場の判断及び決定・裁定事項に従わないとき。
（９）　　その他本規約またはアライＡＡとのその他契約に違反したとき。
２　　本条１項にかかわらず、 アライＡＡは、会員の取引実績及びその他諸般の事情に応じて、会員の取引を制
　 限できるものとします。

  第18条（義　　務）

１　　オークションにおける出品・成約・落札等すべての取引きは、ポス・コンピュータシステムで処理され、参加者
　 は、このシステムによる結果のすべてについて従わなければならないものとします。ポスカードによるトラブルの
　 責任は、交付を受けた会員がすべて負うものとします。
２　　会員は、本規約に定める各項を遵守することを誓約の上、入会したものとします。従って、本規約を熟知し遵
　 守することが会員の義務となります。

  第19条（禁止行為）

　 オークションにおいて、以下の各号に定める行為を禁止いたします。
１　　出品車両を売手・買手がセリ前に、直接談合取引をすること。
２　　流札車両をアライＡＡを通さず、売手・買手が直接談合取引をすること。
３　　自出品車両に対して、出品者自らセリに参加または意思を通じた第三者をして参加させること。または第三
　 者等を利用して、意図的に価格吊り上げを図るなど、公正なオークション取引の成立を妨げ、若しくは不当な
　 取引の成立を図ること。
４　　調整室、事務局等に許可なく立入りをすること。一般消費者及びアライＡＡが認めた者以外の者を会場内に
　同伴すること。

－５－



５　　会員相互で名義を貸して出品・落札する行為、登録証の会場内外での貸与、ポス端末機の代行操作等を
　 すること。
６　　アライＡＡの許可なく出品者及び旧名義人等に連絡をとる行為。
７　　その他、当規約に違反すること。

  第20条（罰　　則）

　 前条の各号に１つでも該当した場合には、当該会員に対して、違反の程度に応じ、アライＡＡの裁定により、退
場・会員契約の解除等の罰則を附することができるものとします。

  第21条（会員資格の喪失）

　 会員が、以下の各号の１つに該当した場合には、当然に会員資格を喪失するものとします。
１　　会員が、破産・会社更生・民事再生の申立てを受け、または申立てをしたとき。
２　　会員が、解散の決議を行いまたは実質的に営業を廃止したとき。
３　　会員が、手形・小切手を不渡りにしたとき。

  第22条（契約の解除）

　 会員が、以下の各号の１つに該当した場合には、アライＡＡは、何ら事前の通知催告を要せず、即時に会員契
約を解除できるものとします。
１　　第７条に規定する事項（１項及び２項を含む。）に違反していたことが判明し、または新たに違反したとき。
２　　第19条に違反したとき。
３　　差押え車、盗難車、抵当権設定車（解除不能）、犯罪関与車などの、法的な問題のある車両を出品したとき。
４　　アライＡＡに対する債務の履行を遅延したとき。
５　　公序良俗に反する行為及びその他、反社会的勢力等に関与していることが判明したとき。
６　　アライＡＡの会員として、ふさわしくない行為があったとき。
７　　その他本規約またはアライＡＡとの、その他契約に違反したとき。

  第23条（損害賠償）

１　　アライＡＡ会場内において、車両の盗難が発生した場合は、セリ前の車両または流札車両については、同
　種、類似車両のアライＡＡによる平均取引価格を損害の限度とし、成約車両については、落札価格をもって損
　害の限度とします。
２　　アライＡＡ会場内において、事故が発生した場合は、車両の修理を基本とします。但し、修理にかかる費用
　が、以下の場合は、他の解決方法とします。
（１）　セリ前の車両または流札車両については、アライＡＡにおける同種、類似車両の平均取引価格を上回る場
　　合。
（２）　成約車両については、落札価格を上回る場合。
３　　アライＡＡ会場内において、盗難や部品損害等が発生した場合は、標準装備品または出品票に明記された
　部品に限り損害として扱うものとし、かつ同種の中古部品の提供または中古部品時価相当額をもって損害賠償
　の限度とします。
４　　前３項にかかわらず、以下の各号の場合は、アライＡＡは損害賠償責任を負わないものとします。
（１）　　放置車両、正当な手続きのない車両、搬入ならびに搬出時にアライＡＡが確認していない車両、搬出期
　　　限を過ぎた車両、部品の盗難や損害等を搬出後に申告された場合。
（２）　　地震・ひょう・大雪・洪水・その他天災により損害を生じた場合。
（３）　　その他、アライＡＡの責任が認められない場合。
５　　陸送業者が起こした事故等については、アライＡＡ会場内で発生した場合であっても、アライＡＡは責任を
　負わないものとします。またこの場合、陸送業者を依頼した会員が、全ての損害を賠償するものとします。

－６－



      第　五　章　　　連  帯  保  証  人

  第24条　（連帯保証人）

１　　連帯保証人は、本規約に基づき、アライＡＡ及びアライＡＡが業務提携等により参加可能となった他社オー
　 クションにおいて負担する一切の債務ならびにオークションに限らず、会員が荒井商事株式会社またはアライ
　 オートオークション仙台株式会社とのすべての取引において負担する一切の債務について、連帯して責任を
　 負うこととします。
２　　前項により、連帯保証人に生じる責任は、現在及び将来の債務を対象とし、5,000万円を限度とします。
３　　連帯保証人は、会員が第二章　第９条に基づく更新後においても、会員の債務について連帯して責任を負
　　うものとします。

　　　第　六　章　　　手　　数　　料

  第25条（手　数　料）

　 会員は、下記の「各会場手数料」等をアライＡＡに支払わなければならないものとします。手数料の種類及び
その内容は以下のとおりとします。
１　　（出品手数料）
　　　　　出品者は、出品車両ごとに出品手数料をアライＡＡに支払わなければなりません。
２　　（成約手数料）
　　 　　 出品者は、出品車両が成約した場合には、成約車両ごとに成約手数料をアライＡＡに支払わなければな
　　　　りません。
３　　（落札手数料）
　　　　　会員が出品車両を落札したとき、落札手数料をアライＡＡに支払わなければなりません。
４　　記念オークション開催等、特別に開催されるオークションの場合には､記念ＡＡ出品、成約及び落札手数料
　 を支払わなければなりません。
５　　各会場ごとに特別に設定した出品コーナー等は、その会場が定めた手数料をアライＡＡに支払わなければ
　 なりません。
６　　その他の手数料
　　 　　会員は、以下のとおりの手数料を支払うものとします。

「各会場手数料」

※手数料区分
軽自動車・小型自動車・普通自動車
積載量０．７５ｔ以上４ｔ未満のトラック
フレーム付バン　１ナンバー車（４ｔベース車除く）
積載量４ｔ以上５ｔ未満（車両総重量８ｔ未満・４ｔベース車含む）
速度表示灯の装置がない車両
バス（乗車定員11人以上30人未満、同サイズの車両等含む）
積載量５ｔ以上（車両総重量８ｔ以上）
速度表示灯の装置が付いている車両
大型バス（乗車定員30人以上、同サイズの車両等含む）
ラフタークレーン（20ｔ吊り以上のもの）・特大建機

＊建設機械・農業機械・産業機械手数料区分に関しましては会場ごとに規定を別途定めます。

アライＡＡ小山４Ｗ手数料

（注1）ﾗｲﾌﾞﾌﾟﾚﾐｱﾑ会員･ﾗｲﾌﾞﾚｷﾞｭﾗｰ会員で、ｱﾗｲAA未入会の場合は、出品できません。

（注2）ﾗｲﾌﾞ落札手数料に関しては、記念AAのﾌﾟﾗｽはございません。

当日出品 上記に1,000円ﾌﾟﾗｽ 上記同額 上記同額

記念AA 上記に1,000円ﾌﾟﾗｽ 上記同額

商談手数料 上記同額 15,000円 上記に5,000円ﾌﾟﾗｽ

逆商談手数料 10,000円 10,000円 上記同額

－７－

　小　型［現状含む］

　特　大［現状含む］

落札料

ﾗｲﾌﾞﾌﾟﾚﾐｱﾑ会員ﾗｲﾌﾞﾚｷﾞｭﾗｰ会員

前日出品 8,000円 8,000円 8,000円 12,000円 15,000円

出品料 成約料

　中型Ⅰ［現状含む］

　中型Ⅱ［現状含む］

　大 　型［現状含む］

料金区分



アライＡＡ小山 バン・トラックオークション（Ｂクラス車コーナー含む）手数料

（注1）ﾗｲﾌﾞﾌﾟﾚﾐｱﾑ会員･ﾗｲﾌﾞﾚｷﾞｭﾗｰ会員で、ｱﾗｲAA未入会の場合は、出品できません。

（注2）ﾗｲﾌﾞ落札手数料に関しては、記念AAのﾌﾟﾗｽはございません。

アライＡＡ小山 バン・トラックオークション　　現状車＆不動車コーナー手数料
　

（注1）ﾗｲﾌﾞﾌﾟﾚﾐｱﾑ会員･ﾗｲﾌﾞﾚｷﾞｭﾗｰ会員で、ｱﾗｲAA未入会の場合は、出品できません。

（注2）ﾗｲﾌﾞ落札手数料に関しては、記念AAのﾌﾟﾗｽはございません。

アライＡＡ小山　農業機械手数料

◆出品料は、希望価格により自動算出となります。

※希望価格未記入または価格調整時に希望価格外した場合（99,999設定）は、MAX値の16,000円とします。

◆成約料＆落札料は、落札金額により自動算出となります。

（注1）ﾗｲﾌﾞﾌﾟﾚﾐｱﾑ会員･ﾗｲﾌﾞﾚｷﾞｭﾗｰ会員で、ｱﾗｲAA未入会の場合は、出品できません。

（注2）ﾗｲﾌﾞ落札手数料に関しては、記念AAのﾌﾟﾗｽはございません。

アライＡＡベイサイド４Ｗ手数料

（注1）ﾗｲﾌﾞﾌﾟﾚﾐｱﾑ会員･ﾗｲﾌﾞﾚｷﾞｭﾗｰ会員で、ｱﾗｲAA未入会の場合は、出品できません。

（注2）ﾗｲﾌﾞ落札手数料に関しては、記念AAのﾌﾟﾗｽはございません。

料金区分 出品料 成約料

特大[現状・産業機械含む] 20,000円 30,000円 30,000円35,000円 38,000円

記念AA 上記に1,000円ﾌﾟﾗｽ 上記同額

商談手数料 上記同額 上記に7,000円ﾌﾟﾗｽ上記に5,000円ﾌﾟﾗｽ

逆商談手数料 上記に2,000円ﾌﾟﾗｽ 上記同額

－８－

ﾗｲﾌﾞﾌﾟﾚﾐｱﾑ会員ﾗｲﾌﾞﾚｷﾞｭﾗｰ会員

普通車・VT中型Ⅰ 8,000円 8,000円 8,000円 12,000円 15,000円

VT中型Ⅱ[現状含む] 10,000円 10,000円 10,000円15,000円 18,000円

VT大型[現状・産業機械含む] 15,000円 15,000円 15,000円20,000円 23,000円

料金区分 出品料 成約料

500,000円～1,000,000円未満12,000円 15,000円 15,000円

1,000,000円以上 16,000円 17,000円 17,000円

記念ＡＡ 上記に1,000円プラス 上記同額

商談手数料 上記同額 上記に5,000円ﾌﾟﾗｽ

逆商談手数料 上記同額

落札料

20,000円 23,000円

記念ＡＡ 上記に1,000円プラス 上記同額

商談手数料 上記同額 上記に5,000円ﾌﾟﾗｽ

逆商談手数料 上記同額

落 札 料
ﾗｲﾌﾞﾌﾟﾚﾐｱﾑ会員ﾗｲﾌﾞﾚｷﾞｭﾗｰ会員

100,000円未満 4,000円 11,000円 11,000円

100,000円～500,000円未満8,000円 13,000円 13,000円

価 格 帯 出 品 料 成 約 料

落札料

ﾗｲﾌﾞﾌﾟﾚﾐｱﾑ会員ﾗｲﾌﾞﾚｷﾞｭﾗｰ会員

小型・中型Ⅰ 　8,000円　 　13,000円　　8,000円　12,000円 15,000円

中型Ⅱ 10,000円 15,000円 10,000円15,000円 18,000円

大型 15,000円 20,000円 15,000円20,000円 23,000円

料金区分 出品料 成約料

特大[産業機械含む] 20,000円 30,000円 30,000円35,000円 38,000円

当日出品 上記に1,000円プラス 上記同額

記念ＡＡ 上記に1,000円プラス 上記同額

商談手数料 上記同額 上記に5,000円ﾌﾟﾗｽ

逆商談手数料 上記同額

ﾗｲﾌﾞﾌﾟﾚﾐｱﾑ会員ﾗｲﾌﾞﾚｷﾞｭﾗｰ会員

小型・中型Ⅰ[産業機械含む] 　8,000円　 　8,000円　 　8,000円　12,000円 15,000円

中型Ⅱ[産業機械含む] 10,000円 10,000円 10,000円15,000円 18,000円

大型[産業機械含む] 15,000円 15,000円 15,000円20,000円 23,000円

落札料



アライＡＡ仙台４Ｗ手数料

（注1）ﾗｲﾌﾞﾌﾟﾚﾐｱﾑ会員･ﾗｲﾌﾞﾚｷﾞｭﾗｰ会員で、ｱﾗｲAA未入会の場合は、出品できません。

（注2）ﾗｲﾌﾞ落札手数料に関しては、記念AAのﾌﾟﾗｽはございません。

（注3）中型Ⅱ、大型、特大「現状・産業機械含む」の商談手数料は各ｸﾗｽの落札料と同額。記念ＡＡでは1,000円ﾌﾟﾗｽとなります。（ﾗｲﾌﾞ会員商談除く）

（注4）中型Ⅱ、大型、特大「現状・産業機械含む」の逆商談手数料は各ｸﾗｽの出品・成約料にﾌﾟﾗｽ3,000円となります。記念ＡＡでは1,000円ﾌﾟﾗｽとなります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊手数料は変更になる場合がございますので、詳しくは各会場にお問い合わせ下さい。

「その他の手数料」

・ナンバープレートの取り外し手数料　　　 ＋実費
・登録事項証明書手数料　　　　　　　　
・抹消代行手数料　　　　　　　　　　　　　　
・バッテリー上がり、ガス欠手数料　　　　
・ポスカード紛失再発行手数料　　　　　　
・ＩＤカード発行手数料　　　　　　　　　
・出品票代（１部）　　　　　　　　　　　　

・ＡＩ－ＮＥＴ（４Ｗ入札）料金 入会金
入札料

割増
（注）上記金額は１台ごとの料金、入札料は未落札時も徴収

・ＡＩ－ＮＥＴ（４Ｗリアル）料金入会金
月会費

割増

・ＡＩ－ＮＥＴ（４ＷＡＡ在庫）料金 0円
通常成約料に5,000円割増
通常落札料

・４Ｗ不在応札（ＦＡＸ受付・事務局受付）入札料 500円
3,000円割増

（注）事務局内「不在受付機」入札除く
　　　上記金額は１台ごとの料金、入札料は未落札時も徴収

・アライＡＡ小山　搬出遅延ペナルティ出品料同額

1週目

2週目

3週目 24,000円30,000円45,000円60,000円3（遅延週数）×手数料

－９－

落札料

落札手数料

小型 中型 大型 特大 備考
8,000円10,000円15,000円20,000円1（遅延週数）×手数料
16,000円20,000円30,000円40,000円2（遅延週数）×手数料

 3,000円
 3,000円
10,000円
 3,000円
10,000円
 3,000円
   100円

10,000円
100円

落札手数料 3,000円

10,000円
3,980円

落札手数料 3,000円

出品料
成約料

特大［現状・農機・産機含む］ 20,000円 30,000円 30,000円35,000円 38,000円

当日出品 上記に1,000円ﾌﾟﾗｽ 上記同額

記念AA 上記に1,000円ﾌﾟﾗｽ 上記同額

商談手数料 上記同額 10,000円 上記に5,000円ﾌﾟﾗｽ

逆商談手数料 10,000円 10,000円 上記同額

落札料

ﾗｲﾌﾞﾌﾟﾚﾐｱﾑ会員ﾗｲﾌﾞﾚｷﾞｭﾗｰ会員

普通車・小型・中型Ⅰ［現状・農機・産機含む］ 6,000円 7,000円 7,000円 12,000円 15,000円

中型Ⅱ［現状・農機・産機含む］ 10,000円 10,000円 10,000円15,000円 18,000円

大型［現状・農機・産機含む］ 15,000円 15,000円 15,000円20,000円 23,000円

料金区分 出品料 成約料



　　　第　七　章　　　出　　　　　品

　第26条（出  品）

１　　会員は、アライＡＡに車両の出品をするに際し、差押え車、盗難車、抵当権設定車（解除不能）、犯罪関与
　 車などの法的な問題のない車両であることを確認するとともに、車両の点検整備を綿密に行い、その仕様、品
　 質、瑕疵の程度を誠実に申告するものとします。但し、アライＡＡが運営を円滑に行うために必要があるときは、
　 出品車両を台数・年式・型式･金額等によって制限することができるものとします。
２　　価格調整においては、出品者自らコンダクターに申し出て行うこととし、申し出のない場合は、コンダクター
　 権限により希望価格の30,000円以下にての売切処理になります。

　第27条（出品の申込み）

１　　出品の申込みは、所定の出品票（各車両対象ごとに専用出品票が御座います）に車両の車検証内容を確
　 認し必要事項を明記のうえ、出品車に備えるものとします（トラック車両を出品する際の出品票「形状」欄には、
　 車検証に記載されている形状ではなく、車両の上物形状を記載するものとします）。また、出品票を記入する際
　 には、第十一章〔Ⅱ〕、第７条（クレーム処理細則）に基づく軽自動車・小型自動車・普通自動車・トラック専用ク
　 レーム細目において、クレーム内容に該当するおそれがある事項を含め、車両の品質状況等についても出品
　 票に申告するものとします。その際、誤解を招くような紛らわしい記入、不正確もしくは不適切な記入、申告漏
　 れがあった場合、アライＡＡの裁定により、ペナルティやクレームの対象とする場合があります。
　　　（出品票の記入については、アライＡＡホームページ内「出品票の書き方」を参照下さい。）
２　　アライＡＡは、会員の記載した落札希望価格が相場から著しく乖離していると判断したときは、当該会員に対
　 し、出品前に、当該落札希望価格を設定した理由等を確認することができるものとし、会員は、これに誠実に対
　 応しなければならないものとします。アライＡＡは、その出品が適当でないと判断したときは、出品を認めないこ
　 とができるものとします。
３　　出品票記載後、オークション開催日において、訂正等を希望される場合、当該車両のセリ開始１時間前まで
　　とし、セリ直前の訂正、口頭での訂正はできない場合があります。また、それにかかわり生じた問題に対するす
　 べての責任は、出品者にあるものとします。

　第28条（出品車両の搬入）

　 出品車両の搬入は、以下に定めるとおり、行っていただきます。
１　　出品車両の搬入は、アライＡＡの各会場が定めた時刻までとします（下記「車両搬出入管理要綱」参照）。
２　　出品車両は、アライＡＡの指定した位置に駐車していただきます。

　第29条（車両の搬出）

　 車両の搬出は、以下に定めるとおり、行っていただきます。
１　　車両は、所定の搬出カードの提出により搬出することができます。但し、アライＡＡの判断により、落札車両
　 代金等の決済が完了するまで車両の搬出を制限することがあります。
２　　車両の搬出期限は、アライＡＡの各会場が定めた時刻までとします（下記「車両搬出入管理要綱」参照）｡
３　　「車両搬出入管理要綱」で定められた期限までに、流札車両または落札車両を搬出しなかった場合、再出
　 品車両とみなし、出品手数料を支払うものといたします（小山会場においては搬出遅延ペナルティ）。尚、再出
　 品車両は、アライＡＡにて出品票を代筆致しますが、アライＡＡは記入ミス等の責任は負わないものとします。
４　　長期放置車両については、警告をしたうえで、アライＡＡの裁定にて解体したうえ、処分料を請求させていた
　 だきます。

－10－



「車両搬出入管理要綱」

■アライＡＡ小山４Ｗ

曜日
日
月
火

金
土

■アライＡＡ小山　バン・トラックオークション

曜日
日
月
火
水
木

※第2駐車場の利用については別途定めます。小山会場までお問い合わせ下さい。
※第4駐車場の利用につきましては、8：00～20：00と制限させていただきます。

■アライＡＡベイサイド４Ｗ

曜日
日
月
火
水

土

■アライＡＡ仙台

曜日
日

水
木
金
土

＊「車両搬出入管理要綱」は変更となる場合がございます。詳しくは、各会場にお問い合わせ下さい。

禁止

禁止

１２：００から１８：３０まで

禁止

木

金

土

木

金

月

火

９：００から１７：３０まで ９：００から１７：３０まで
９：００から１７：３０まで ９：００～１２：００まで
９：００から１７：３０まで 禁止
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２４時間
前日コーナー締め　１５：００まで
当日コーナー締め　１１：００まで 成約・流札車両
以降次週扱い　２４時間 ともに１１：００から

２４時間 ２４時間

搬入受付時間 搬出受付時間
９：００から１７：３０まで 禁止
９：００から１９：００まで

前日コーナー締め　１７：００まで
当日コーナー締め　１１：００まで
以降次週扱い　１８：３０まで
９：００から１７：３０まで ９：００から１７：３０まで

２４時間 禁止
２４時間

前日コーナー締め　１２：００まで
当日コーナー締め　１２：００まで 成約・流札車両
以降次週扱い　２４時間 ともに１３：００から

搬入受付時間 搬出受付時間
２４時間 ２４時間
２４時間 ２４時間
２４時間 １０：００まで
２４時間 禁止

禁止

当日コーナー締め　１０：００まで 成約・流札車両
以降次週扱い　２４時間 ともに１３：００から

２４時間 ２４時間
２４時間 ２４時間

搬入受付時間 搬出受付時間
２４時間 ２４時間
２４時間 ２４時間
２４時間 ９：００まで
２４時間 禁止

搬入受付時間 搬出受付時間
２４時間 ２４時間
２４時間 ９：００まで
２４時間 禁止
２４時間

前日コーナー締め　１５：００まで
水



　　　第　八　章　　　落　　　札

　第30条（車両確認義務）

１　　会員が車両を落札する場合には、現車について充分に下見をすることを義務とします。また、外部落札参加
　 による場合も、下見代行サービス等により現車を充分に確認したうえで落札しなければなりません。尚、同一
　 車両の同一事項について車両状態説明と出品リストが異なるときは、車両状態説明を優先させるものとします。
　　　
２　　落札者は、落札後、速やかに現車と車両状態説明との再確認を行わなければなりません。その際、車両状
　 態説明と現車に相違がある場合は、クレーム申立期限内にアライＡＡに申し出をしなければならないものとしま
　 す。クレーム申立期限については、本規約及びクレーム細目事項で定めるものとします。
　　　

　第31条（商談）

１　　会員が、流札車両の購入を希望する場合は、アライＡＡが定めた所定の申請方法にて、購入を申し込むこと
　 ができます。アライＡＡは、出品者の同意を得て購入を希望する会員と出品者との仲介（商談）を致します。この
　 場合、申込者が提示した希望購入金額を出品者が承諾した時点をもって売買契約が成立し、アライＡＡは、本
　 規約で定めた商談手数料にて処理を致します。　
２　　出品者が、流札車両の売却を希望する場合は、アライＡＡが定めた所定の申請方法にて売却を申し込むこ
　  とができます。アライＡＡは、優先権を持つ応札者の同意を得て、出品者と応札者との仲介（逆商談）を致しま
　 す。この場合、出品者が提示した希望購入金額を応札者が承諾した時点をもって売買契約が成立し、アライＡ
　 Ａは、本規約で定めた逆商談手数料にて処理を致します。
３　　本条２項の商談及び逆商談（本規約において特に断りのない限り「商談」とは逆商談を含むものとします）に
　 関する詳細事項は、会場ごとに定めるものと致します。

　　　第　九　章　　　書　　　類

　第32条（譲渡書類）

１　　譲渡書類とは、成約車両について、新規登録、移転登録、抹消登録に必要な譲渡書類で、全国どこの陸運
　 支局でも登録可能な書類とします。

（１)　　成約車両の譲渡書類は、オークション開催日より８日以内に当該開催事務局に提出しなければならないも
　　　のとします。
（２）　　譲渡書類で有効期限のあるものは、オークション開催月の翌月末以上なければならないものとします。
（３）　　譲渡書類の有効期限が、オークション開催月より翌月末に満たないもので、有効期限が、オークション開
　　　催日より21日以上のものは、出品票に有効期限（名変期限）を記載し、オークション開催日より８日以内に提
　　　出するものとします。尚、提出期限を過ぎたものは、早期名変ペナルティまたは譲渡書類差替の対象になり
　　　ます。
（４）　　譲渡書類の有効期限が規定より短く、出品票に記載が無い場合は、出品者は、落札者に対し、早期名変
　　　手数料10,000円を支払い、落札者の承諾が得られたものに限り受付けします。
（５）　　登録識別情報が通知されている車両の譲渡書類は、登録識別情報番号の記入があるＯＣＲシートまたは
　　　登録識別情報番号を添付して提出するものとします（出品者が事前に返納している場合は除く）。
（６)　　自賠責保険は自家用とし、離島料率による追徴金が発生した場合には、出品者が追徴金を負担するもの
　　　 とします。但し、出品票に記載があるものは落札者が追徴金を負担するものとします。
（７）　　出品票に、リサイクル料金の申告がある場合は、出品者は、譲渡書類と共にリサイクル券またはリサイクル
　　　料金預託証明書を提出するものとします。
（８）　　譲渡書類で有効期限があるものは、原則として発行日から３ヶ月とします。
（９）　　登録識別情報確認で、当該開催事務局は、必要に応じて登録事項証明書等の提出を求めることができ
　　　 るものとします。また、当該開催事務局が、代行して登録事項証明書の発行手続きをした場合、手数料
　　　 3,000円を出品者に請求します。　
(10)　 車検満了日が、オークション開催月の翌月末までの車両は、原則として抹消出品とします。ナンバープ
　　　レートが付いた車両（出品票に抹消出品等の記載があるものは除く）の出品に於いては、移転登録（継続）
　　　として扱います。この場合、自動車税は完納されているものとし、落札者による納税確認ができる場合には、
　　　継続検査用納税証明書の提出を不要とします。但し、出品者に対し、オークション開催事務局が継続検査
　　　用納税証明書の提出を求めた場合、出品者は、請求された日から８日以内に、当該事務局に継続検査用
　　　納税証明書を提出しなければならないものとします。
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（11)　 落札車両の車検満了日が、同年度内（翌年４月・５月を含む）で、譲渡書類に、継続検査用納税証明書
　　　が添付されていない場合、落札者は、車検満了日の１ヶ月前より、当該車両のオークション開催事務局に
　　　請求できるものとします。当該事務局より請求された出品者は、請求された日から８日以内に、当該事務局
　　　に提出をしなければなりません。但し、電子確認ができる場合は、除くものとします。
（12）　 出品者は、出品票に明記した付属書類を原則として譲渡書類に添付して提出しなければならないものと
　　　 します。後日提出の場合は、オークション開催日を含む８日以内に当該開催事務局に提出するものとしま
　　　 す。尚、車内に放置し紛失しても、アライＡＡは一切管理責任を負いません。
（13）　 落札者は、アライＡＡより譲渡書類を受領した際、不備がないか確認する義務を負い、不備があった場合
　　　は、当該開催事務局より書類発送後10日以内に連絡するものとします。期限内に連絡が無い場合は、ペナ
　　　ルティの対象外とします。
（14）　 アライＡＡは、落札者による落札車両等の代金決済と引換えに、当該落札車両等の譲渡書類の引渡しを
　　　するものとします。尚、落札者は、当該オークション開催日に、車両を出品しており、出品成約車両がある場
　　　合は、落札車両等の代金決済に加えて、すべての出品成約車両等の譲渡書類の当該開催事務局への提
　　　出と引換に、当該落札車両等の譲渡書類の引渡しをするものとします。
（15）　 建設機械・農業機械・産業機械を出品し成約した出品者は、オークション開催日を含む８日以内に、アラ
　　　イＡＡが定める「誓約書兼販売証明書」を、当該アライＡＡに提出しなければなりません。但し、日本建設機
　　　械工業会が発行する譲渡証明書を提出する場合または自動車検査証もしくは登録識別情報等通知書、新
　　　規・移転・抹消登録等に必要な譲渡書類を提出する場合に限り提出は不要とします。また、クレーン車両及
　　　び陸運支局管轄の譲渡書類については、全国の陸運支局で登録が可能なものでなければなりません。
（16）　 出品者が、１項（15）に記載する「誓約書兼販売証明書」の提出期限を遅延する場合または提出ができな
　　　い場合は、第33条（譲渡書類の罰則）１項、２項、３項に記載の内容に準じ、処理を行うものとします。また、 
　　　その際の代金決済については、第十章　車両代金等の決済　第40条（出品者に対する成約車両代金等の
　　　支払い）に基づいて処理を行います。
（17） 　「誓約書兼販売証明書」は、アライＡＡ指定のもので、原本を提出するものとし、ＦＡＸ等のコピーや記載
　　　内容に於ける訂正、誤字、空欄等がある場合は、受付致しません。
　　　※「誓約書兼販売証明書」はアライＡＡが保管し、落札者には提出しません。
２　　出品者は、譲渡書類を当該開催事務局に提出する場合は、その内容を十分確認し、不備が無いようにしな
　 ければならないものとします。
３　　名義人死亡相続、法人解散等は陸運支局により取扱いが異なりますので、自社名義にしてから出品するも
　　のとします。

　第33条（譲渡書類の罰則）

１　　出品者が、必要な譲渡書類の引渡しを、オークション開催日から８日以降遅延した場合は、書類遅延ペナ
　 ルティ（書類細目事項　３．書類遅延ペナルティ）を科すものとします。但し、落札者が、車両代金の決済を遅
　 延した場合には、落札者が、書類遅延ペナルティを受取る権利を失うものとします。
２　　譲渡書類の一部不備による遅れも、書類遅延ペナルティと同様の取扱いとします。
３　　出品者が、譲渡書類の引渡しができない場合、速やかにその旨を当該開催事務局に連絡することとし、原
　 則キャンセル対応とします。その際、出品者は、ペナルティ（書類細目事項３．書類遅延及び紛失等によるペ
　 ナルティ参照　書類遅延ペナルティは含まない）及び実費を負担するものとします。
４　　登録識別情報が通知されている車両またはＯＣＲシートへの記載ミスにより、移転登録等に弊害が生じた場
　 合には、出品者は、落札者の申告日から８日以内に登録できるように対応することとします。これを遅延した場
　 合で、申告日から９日以降10,000円かつ７日を遅延するごとに、10,000円を加算するものとし、上限金額を
　　50,000円までとします。また、落札者の申告日から 23日以上経過した場合は、キャンセル可能とし、申告日を
   起算とし、本条第3項と同様の扱いとします。
５　　車検満了日が、同年度内（翌年度、４月・５月含む）の成約車両で、譲渡書類の提出時に継続検査用納税
　 証明書の添付が無く、落札者から請求があった場合は、請求日から９日以降は、ペナルティ（書類細目事項５．
　 継続検査用納税証明書）の対象とします。
６　　落札者の受領した譲渡書類に不備があり、差替えを必要とする場合は、当該開催事務局に譲渡書類を提出
　  した日を起算日とし、遅延ペナルティの対象とします。また、移転登録等の手続きに弊害が生じた場合には、
　 当該開催事務局に連絡があった日を起算日とし、遅延ペナルティの対象とします。それぞれの起算日より23日
　 以上未提出の場合には、落札者はキャンセル可能とします。
７　　出品者が、出品票に明記した付属書類等の提出期限を過ぎた場合は、ペナルティ（10,000円）とし、紛失等
　 で提出できない場合はクレーム対象とします。
８　　落札者による書類有効期限の失効または書き損じ等をした場合は、落札者は、アライＡＡを通して出品者に
　 対して差替ペナルティ（書類細目事項　８.差替ペナルティ）を支払い、書類の差替を行うものとします。但し、旧
　 所有者が記入をしなければならない欄の書き損じをした場合については、免除するものとします。
９　　譲渡書類紛失または盗難等による再交付は、アライＡＡを通して出品者に依頼し、旧所有者と連絡が取れ
　 た場合に限り、差替ペナルティの合計金額及び実費を落札者が負担するものとします。但し、自賠責保険の
　 再交付はしないものとします。
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10　　譲渡書類の再交付において、出品者が、譲渡書類の再交付をできないことの明らかな事由が有る場合は､
　　再交付する義務を負わないものとします。
11　　落札者が、成約後に旧所有者等への直接連絡をした場合、出品者が、成約後に落札者等へ直接連絡をし
　　た場合には、ペナルティ50,000円を科すものとします。尚、アライＡＡの裁定によりペナルティ金額の変動及び
　　参加取引停止等のペナルティを併科するものとします。　
12　　移転登録（継続）として成約したにも関わらず、出品者にて抹消した場合には、クレームの対象とします。
13　　その他、出品者・落札者それぞれの責任に起因するトラブルについては、出品者及び落札者は、アライＡ
　　 Ａの判断に従うものとします。

　第34条（名義変更と抹消依頼）

１　　落札者は、オークション開催月の翌月末まで、または譲渡書類の有効期限以内（出品票記載、早期名義変
　 更を含む）に移転登録等の手続きをしなければならないものとします（軽自動車、自動２輪の場合、出品票に
　 有効期限（名変期限）等の記載があるものは名義変更期限とし、この期限を経過しても名義変更未了の場合に
　 は、第35条１項同様の処理とします）。
２　　落札者は、移転登録または抹消登録を完了した場合は、直ちに名義変更完了通知を添付して、当該開催
　 事務局に通知しなければならないものとします。但し、ファクシミリ送信での名義変更完了通知の場合は、落札
　 者の責任において、当該開催事務局に受信の確認をするものとします。
３　　軽自動車、自動２輪の税止めは、落札者の責任において行うものとし、名義変更完了通知に転出申告書の
　 添付も必要とします。
４　　落札者は、名義変更完了後、車検証等のコピーをオークション開催月の翌々月５日（アライＡＡ休館日は翌
　 日）までに提出するものとします。
５　　車検満了日が、オークション開催月から翌月末未満の成約車両で、落札者より抹消の依頼があった場合は、
　 出品者にて抹消するものとします。但し、抹消依頼は、オークション終了後30分までとします。尚、ナンバープ
　 レート回収等の費用（3,000円）は、出品者負担とします。
６　　車検満了日が、オークション開催月の翌月末以上の成約車両は、原則として、落札者にて転入抹消するも
　　のとします。
７　　落札者が、アライAAに抹消代行を申請する場合は、譲渡書類の発送前までに、ナンバープレートを当該開
　催事務局に提出するものとします。
８　　落札者は、アライAAに抹消代行費用（10,000円）を支払うことにより、抹消代行を申請することができるものと
　　します。
９　　クレーン車両の上物について、名義変更（検査証書替）等を必要とする場合は、落札者は、オークション開
　 催月の翌月末までに手続きをしなければならないものとします。
10　上物書類「有」にて車両を成約した場合で、落札者より廃止の依頼があった場合には、出品者にて廃止する
　　ものとします。但し、廃止依頼はオークション終了後30分までとし、上物のプレート回収等の費用（3,000円）に
　　ついては落札者負担とします。

　第35条（名義変更の罰則・その他の罰則）

１　　オークション開催月の翌月末、譲渡書類の有効期限（名義変更期限）を経過しても名義変更未了の場合に
　 は、名義変更遅延ペナルティ10,000円を科すものとし、以降週ごとに10,000円を加算するものとします。
２　　名義変更完了後、車検証等のコピーを提出できない場合または提出されたコピーの登録番号、車体番号等
　 が不鮮明なものは、アライＡＡにおいて、登録事項証明書を取り寄せるものとし、落札者に、手数料3,000円を
　 請求するものとします。
３　　軽自動車で、オークション開催月の翌々月５日までに名義変更完了通知が届かない場合は、名義変更未着
　 ペナルティを科すものとし、翌月末以降10,000円、以降週ごとに10,000円を加算するものとします。但し、上限
　金額を100,000円までとします。
４　　加装物の名義変更を必要とするもので、名義変更を怠り、旧所有者にトラブルが発生した場合には、ペナル
　 ティ30,000円を科すものとします。但し、アライＡＡの裁定により、ペナルティ金額を変動させていただく場合も
　 あります(申請しているものは除く）。
５　　軽自動車の転出申告を怠り、新年度の自動車税が旧名義人に通知された場合は、落札者に、ペナルティ
　　10,000円を科すものとします。
６　　名義変更後の車検証等の届出が著しく遅延した場合は、参加取引停止等のペナルティを落札者に科すも
　　のとします。
７　　落札者が、名義変更前の車両で交通違反等（迷惑駐車含む）をおこし、出品者及び旧所有者等に迷惑をか
　 けた場合は、落札者に対して、ペナルティ50,000円及び実費を科すものとします。
８　　落札車両で、オークションでの成約前に交通違反等により車検の取得等に弊害が生じた場合には、ペナル
　 ティ（10,000円）を出品者に科すものとし、落札者の申告日から８日以内に解除しなければならないものとしま
　 す。また、期限以内に解除ができない場合には、７日を遅延するごとに10,000円を加算し、出品者は、落札者
　 に対してペナルティを支払うものとします。
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９　　低価格車両（成約金額200,000円未満）については、キャンセルペナルティ金額の取扱いを、通常金額の半
　 額とします。
10　 その他、出品者・落札者それぞれの責任に起因するトラブルについては、アライＡＡの裁定とします。
11　 クレーン車両の上物について、名義変更（検査証書替）が必要なもので、オークション開催月の翌月末を経
　 過しても、名義変更（検査証書替）が未完了の場合には、名義変更遅延ペナルティ10,000円を科すものとし、
　 以降週ごとに、10,000円を加算するものとします。但し、上限金額を100,000円までとします。

　第36条（リサイクル料金）

１　　リサイクル料金預託済み車両で出品者の申告がある場合、アライＡＡは、当該リサイクル料金相当額を落札
　 者に請求し、出品者に支払うものとします。
２　　リサイクル料金預託済み車両で、出品者によるリサイクル料金預託済み額の申告がないものに関しては、車
　 両金額に当該リサイクル料金相当額を含むものとし、再精算は行わないものとします。
３　　リサイクル料金相当額は、納付した際の総額からＣ券の「資金管理料金」を除いた金額とし、非課税とします。

　第37条（自動車税）

１　　自動車税預かり金は、オークション開催月の翌月を起算とする当年度残月分相当額とします。
２　　軽自動車の自動車税は、名義変更保証金（15,000円）として落札者より預かり、名義変更後の車検証等の
　　コピーを提出することにより精算します。
３　　落札者が、アライＡＡに、抹消代行を申請した場合、自動車税が発生するものは、落札者が負担するものとし
　 ます。
４　　落札者が名義変更後、同年度内に抹消登録をした場合は、抹消した日から５日以内（17時まで）に当該開
　 催事務局に連絡し、車検証等のコピーを提出したものに限り、自動車税を再精算します。
５　　成約車両の自動車税未納が発覚した場合は、出品者にペナルティとして、小型車両の場合は10,000円、
　 中型車両以上は30,000円を課すものとします。また、落札者が、自動車税を立替えた場合は、自動車税相当
　 額を出品者に請求するものとします。但し、自動車税納付期限内は除くものとします。
６　　自動車税に差額が生じた場合は、同年度内に限り再精算します。但し、当該開催事務局に連絡し、確認が
　 取れたもののみ精算するものとします。

　第38条（クレーム細目）

　クレーム処理に関する細目については、以下細則として定めます。

　１．書類提出期限 　〇　オークション開催日から８日以内。
　２．譲渡書類の有効期限 　〇　オークション開催月から翌月末以上。

　〇　出品票に有効期限の記載があるものは、オークション開催日を含み８日以
　　内に提出したものに限り受付けします。

　３．書類遅延及び紛失等 　〇　オークション開催日より９日以降の場合、下記のとおり遅延ペナルティの
　　　によるペナルティ 　　対象となります。

９日以上１６日未満の遅延の場合 　10,000円
１６日以上２３日未満の遅延の場合　20,000円
２３日以上３０日未満の遅延の場合　30,000円
３０日以上３７日未満の遅延の場合　50,000円
３７日以上遅延の場合　週ごとに10,000円の加算

　〇　出品者が、譲渡書類の引渡しができない場合またはオークション開催日
　　 より23日以上未提出の場合、落札者は、キャンセル可能とします。オークシ
　　 ョン開催日を起算日としキャンセルペナルティ及び実費の支払を要するもの
　　 とします。キャンセルペナルティは下記のとおりになります。

申告が開催日当日より８日以内の場合 100,000円
     ９日以上１６日未満の場合  110,000円

１６日以上２３日未満の場合  120,000円
２３日以上３０日未満の場合  130,000円
３０日以上３７日未満の場合  150,000円
３７日以上の場合　週ごとに10,000円の加算

書　類　細　目
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　３．書類遅延及び紛失等 　アライＡＡ　小山バン・トラックオークションについては、以下の通りとします。

　　　によるペナルティ 落札価格
申告が開催日当日より８日以内の場合

９日以上１６日未満の場合
１６日以上２３日未満の場合
２３日以上３０日未満の場合
３０日以上３７日未満の場合
３７日以上の場合　週ごとに10,000円の加算

　４．自賠責保険 　〇　自賠責保険は、自家用とし、離島料率等による追徴金は出品者が負担と
　　 します。
　〇　出品票記載の場合、追徴金は、落札者の負担とします。

　５．継続検査用納税証明書　〇　車両にナンバーが付いているもの（出品票に抹消出品等の記載があるも
　　のは除く）は、移転登録（継続）扱い。この場合、自動車税は完納されている
　　ものとします。
　〇　車検満了日が、同年度内（翌年４月・５月を含む）で、譲渡書類に継続検
　　査用納税証明書が添付されていない場合、落札者は、車両の車検満了日
　　1ヶ月前より請求できるものとします（電子確認できる場合は除く）。
　〇　出品者は、オークション開催事務局の請求日より８日以内に提出し、９日
　　以降5,000円、それ以降、７日遅延するごとに5,000円のペナルティとします。
　　　 （上限30,000円まで）
　〇 自動車税未納が発覚した場合は、出品者にペナルティを課すものとします。
　　　（ペナルティの金額は、小型車両の場合は10,000円、中型車両以上は
　　　　30,000円とします。また、自動車税を立て替えた場合は、自動車税相当
　　　　額を出品者に請求するものとします。）

　６．リサイクル券 　〇　リサイクル料金は、出品者の申告とし、資金管理料金は含まないものとし
　　ます。　　　　
　〇　リサイクル料金の申告が無いものは、車両金額に含み、再精算は、行わ
　　ないこととします。
　〇　譲渡書類と共に提出しない場合は、不備扱いとします。

　７．早期名変ペナルティ 　〇　落札者に承諾が得られたものに限るものとします。
　　　 早期名変ペナルティ　10,000円

　８．差替ペナルティ

　９．譲渡書類の再交付 　〇　ナンバー付書類（全部）は、差替ペナルティの合計金額及びアライＡＡが、
      ペナルティ 　　相当額と認めたものとします。

　〇　譲渡書類（一部）再交付は、差替ペナルティと同額とします。
　〇　自賠責保険の再交付は、不可とします。
　〇　出品者が、譲渡書類の再交付ができない明らかな事由がある場合には、
　　再交付義務を負わないとします。

 10．名義変更期限 　〇　オークション開催月の翌月末までに完了しなければなりません。
　〇　出品票に有効期限の記載があるものは、その期限以内までに完了しなけ
　　ればなりません。
　〇　名義変更通知は、オークション開催月の翌々月５日（アライＡＡ休館日の
　　場合は、翌日）までに提出とします。

 11．名義変更遅延ペナルティ　〇　名義変更期限を越えた場合は、10,000円とし、以降週ごとに10,000円加
　　算とします。
　〇　軽自動車の場合は、上限100,000円までとします。
　〇　軽自動車の場合で、旧名義人に課税が発生した場合、落札者に、ペナ
　　ルティ10,000円を科すものとします。

 12．登録識別情報の 　〇　移転及び抹消登録ができない場合、落札者の申告日より９日以降10,000
       ペナルティ 　　円かつ７日を遅延するごとに10,000円加算するものとします（上限50,000円）。

　○　移転及び抹消登録が可能な処置が、落札者からの申告日より23日以上
　　遅延した場合は、第33条３項と同様の扱いとします。但し、起算日は、落札
　　者からの申告日とします。

 13．抹消代行手数料 　〇　10,000円/件
 14．登録事項証明手数料　〇　　3,000円/件　

　ｃ． 申請依頼書・OCR等 各10,000円
　d． 委任状・譲渡証明書の書き損じ各10,000円

－16－

書　類　細　目

　ａ． 印鑑証明書 　 50,000円
　ｂ． 委任状・譲渡証明書 各30,000円

250,000円

300,000円
310,000円
320,000円
330,000円
350,000円

500万円未満 500万円以上
200,000円
210,000円
220,000円
230,000円



 15．自動車税 　【名義変更後の精算方法】普通車
　〇　移転登録⇒全額出品者に支払い
　〇　同月内に抹消⇒全額落札者に支払い
　〇　翌月以降に抹消⇒繰越した月分を出品者に支払い残額を落札者に返金
　〇　軽自動車及び自動二輪車は、名義変更後に全額落札者へ返金 します。
　　但し、年度末までのＡＡで落札された車両が新年度以降に名義変更された
　　場合は、下記の通りに精算します。
　　出品者戻し⇒年税相当額
　　落札者戻し⇒名義変更保証金（15,000円）より年税相当額を差し引いた残金

 16．自動車税の再精算 　〇　名義変更後抹消を行った場合、５日以内に連絡の上（１７時迄）、車検証等
　　のコピーが当該開催事務局に到着したものに限り再精算できるものとします。

 17．ナンバー外し手数料　〇　3,000円/件　
 18．付属書類の提出 　〇　出品者は、オークション開催日を含む８日以内の提出
　　　 　〇　落札者は、譲渡書類発送後10日以内に当該事務局に申告し、申告期限

　　を過ぎたものは、ペナルティ（クレーム）の対象外とします。
 19．実費 　〇　陸送費、加修費等の他にアライＡＡが認めた費用とします。

　〇　販売利益は含まないものとします。

    　第　十　章　　　車両代金等の決済

　第39条（代金等の決済）

１　　アライＡＡは、会員と行う全取引（オークション取引、オークション以外の物品取引、その他ＡＩ－ＮＥＴを含む
　 アライＡＡが提供する各サービスの利用）により発生する債権・債務について、その取引内容、債権・債務に対
　 する金額を記載した明細（以下「オークション計算書」という）を、オークション開催ごとにファクシミリにて会員に
　 送付するものとします。
２　　会員は、アライＡＡから、オークション計算書が送付されない場合または送付されたオークション計算書の内
　 容に相違等がある場合は、速やかに、アライＡＡへ申告しなければならないものとします。
３　　会員が、アライＡＡに対して債務を履行する場合、オークション開催日を含む７日以内に当該アライＡＡに銀
　 行振込にて行うものとし、全債務の履行を一括で完了するものとします。その際、アライＡＡは、着金確認をもっ
　 て決済するものとします。尚、小切手による支払いは、認めないものとします。　
４　　会員は、クレームの有無、また、その解決にかかわらず、本条３項に記載の期間内に債務の履行を完了しな
　 ければならないものとします。
５　　アライＡＡは、車両金額が1,000万円を超える場合、その他アライＡＡが相当と判断した場合は、会員が、債
　 務の履行を完了するまで、当該車両の搬出を認めないものとします。
６　　アライＡＡは、アライＡＡが特別に認めた場合を除き、オークション開催で発生した会員の債務処理を開催会
　 場のみで処理するものとし、他会場の開催で発生した債権との相殺は認めないものとします。
７　　会員の債務の履行において、発生する手数料等は、会員が負担しなければならないものとします。
８　　会員の、債務の履行期限がアライＡＡ休業日となる場合、アライＡＡは、当該期限の変更を行うものとし、変
　 更後の期限を、アライＡＡ各会場での掲示及びホームページ（ＵＲＬ：http://www.araiaa.jp/）に掲載するもの
　 とします。　　

　第40条（出品者に対する成約車両代金等の支払い）

１　　アライＡＡによる、出品者に対する成約車両代金・自動車税等（以下「成約車両代金等」といいます。）の支
　 払いは、原則として、当該オークション開催日に、出品者が出品した全成約車両に係る登録書類を提出しなけ
　 れば行いません。但し、出品者が、全成約車両の登録書類を提出した場合であっても、成約車両１台あたりの
　 成約車両代金等が１０００万円を超えたとき、その他アライＡＡが相当と判断したときは、落札者による成約車両
　 代金等の入金が確認された後に支払うものとします。
２　　成約車両代金・自動車税等の支払期日は、当該オークション開催日の成約車両すべての登録書類が、アラ
　 イＡＡ営業日の午前中に入庫・完備となった場合、翌銀行営業日のお支払いとなります。但し、上記アライＡＡ
　 営業日に、土曜・日曜・祭日は含まないものとします。
３　　出品者が、アライＡＡに対して、落札車両代金の支払債務またはその他の債務を有している場合には、成約
　 車両代金の支払いの際に前記債務と相殺して決済するものとします。
４　　出品者が、出品し、成約した場合に、アライＡＡにお支払いいただくべき出品・成約手数料は､アライＡＡが車
　 両代金等を出品者に支払う際に相殺して決済するものとします。

書　類　細　目
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　第41条（落札車両の取扱）

１　　落札車両の所有権は、本条２項の場合を除き、落札者が、落札代金及び手数料等をアライＡＡに払い込ん
　 だ時、出品者から落札者に移転します。
２　　アライＡＡが、出品者に落札車両代金等を立替払いしたにもかかわらず、落札者が、定められた期日までに
　 落札車両代金及び手数料等を払い込まなかった時は、アライＡＡは、出品者に通知して、落札車両の所有権
　 をアライＡＡに移転させることができます。この場合、落札者は、アライＡＡが本条４項に基づいて、落札車両を
　 他に処分するまでは、落札車両代金、手数料等、第44条に定める遅延損害金、ペナルティ等をアライＡＡに払
　 い込んで、落札車両の所有権をアライＡＡから取得することができます。
３　　本条２項によって落札車両の所有権がアライＡＡに移転した場合でも、本条４項による処分がなされるまでの
　 間に、落札車両に課される自動車税及び名義変更等にかかる費用は、落札者が負担するものとします。
４　　アライＡＡは、次の各号のいずれかの場合、落札者に事前に通知することなく、本条２項によってアライＡＡ
　 に所有権を移転させた落札車両を他に処分し、処分代金から、処分に要した費用を控除した残額をもって落
　 札車両代金立替金、手数料等、遅延損害金及びペナルティ等を精算することができます。　　
（１）　　落札者が、落札車両代金、手数料等、遅延損害金及びペナルティ等の払い込みを遅延したとき。
（２）　　落札者について、第21条及び第22条に規定する事由のいずれかが生じたとき。
５　　アライＡＡに、出品されて流札した車両及び落札された車両のうち、アライＡＡが、出品者または落札者に警
　 告等をしても搬出されない車両がある場合、アライＡＡは、当該車両を他に処分できるものとし、処分代金から
　 処分に要した費用を控除した残額をもって、手数料等、遅延損害金及びペナルティ等を精算することができま　
　 す。

　第42条（消費税）

１　　アライＡＡにおいての売買及び諸手数料等には、法で定められた消費税を附するものとします。
２　　その他、計算書・請求書には、消費税価格を明記するものとします。

　第43条　（福祉車両の消費税取扱いについて）

　 福祉車両の消費税につきましては、中古車として売買される際に、対象装置の不良・欠品等の不具合が判断
できないため、消費税を計上するものとします。但し、書類発送後10日間に限り、落札者の申告により、非課税と
証明できるものを添えた上での申告があった場合は、出品者は、消費税を返還するものとします。尚、非課税と証
明できない場合及び申告受付の期間を過ぎた場合は、落札者が、年度末の消費税の納付申告時において、精
算手続きにより差額を調整するものとします。

　第44条（遅延損害金等・債権債務の相殺）

１　　会員が、アライＡＡに対して有する債務の支払いを怠ったときは、日歩４銭の割合による遅延損害金を支払う
　　ものとします。
２　　アライＡＡを主催する荒井商事株式会社と、会員との間に中古自動車・中古二輪車以外の物品取引が生じ
　 た場合における代金決済についても、本章の処理基準によるものとし、支払を怠った場合、前項の遅延損害金
　 を基本とし、支払うものとします。
３　　荒井商事株式会社が、会員に対して債権を有し、アライオートオークション仙台株式会社が、会員に対して
　 債務を負担する場合において、債権を有しまたは債務を負担する会社は、会員に対して、相殺を主張すること
　　ができるものとし、会員は、当該相殺について予め承諾するものとする。アライオートオークション仙台株式会
　 社が会員に対して債権を有し、荒井商事株式会社が、会員に対して債務を負担する場合も同様とします。

　　　第　十一　章　　　検　査　規　定

　　　　　　（別紙検査規定による）
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　　　第　十二　章　　　契　約　の　解　除

　第45条（重大な瑕疵と契約解除）

１　　落札車両について、以下の各号の１つに該当する事由が存する場合には、落札者は、それぞれの項目に定
　 められた日数内に、該当する事由をアライＡＡに申立をするとともに、アライＡＡが、落札者からの申立を認めた
　 場合に限り、売買契約を解除することができるものとします。尚、落札車両が、差押え車、盗難車、抵当権設定
　 車（解除不能）、犯罪関与車などの所有権移転に法的問題のある車両であった場合、契約解除として、出品者
　 に車両が返還されない場合でも、出品者は、車両代金、実費を支払うものとします。尚、法的に問題がある車両
　 のクレーム期限は無期限とします（ペナルティの対象となります）。
（１）　　落札車両が、接合車（ニコイチ）、冠水車等であった場合、開催日から90日以内（ペナルティの対象となり
　　　ます）。

（２）　　落札車両の基本項目（年式・型式・乗車定員・グレード等々）に、偽った表示がされていた場合、書類発

　　　送日から10日以内。
（３）　　走行距離数が偽って表示がされていた場合､オークション開催日から180日以内（ペナルティの対象となり
　　　ます）。
（４）　　落札車両が修復車両であった場合、オークション開催日から日曜日を除く７日以内。
２　　上記によって契約が解除された場合には、アライＡＡは、既に受領済みの車両代金・落札手数料・自動車税
　 等を落札者に返還するものとします。
３　　本条項によって契約が解除された場合には、当該車両の出品者は、落札者がこうむった一切の損害（販売
　 利益は含まない）を賠償しなければならないものとし、アライＡＡは、一切損害賠償の責を、負わないものとしま
　 す。

　第46条（通常の瑕疵と契約解除）

１　　落札車両に、第45条以外の隠れたる瑕疵が存したとき、または出品票の記載事項と、成約車両の品質が重
　 要な部分において相違するときは、落札者は、軽自動車・小型自動車・普通自動車の場合では、オークション
　 開催日から日曜日を除く４日以内、中型以上のトラック・バス車両の場合では、オークション開催日から日曜日
　 を除く５日以内に、相違する内容をアライＡＡに申立をするとともに、アライＡＡが、落札者からの申立内容を認
　 めた場合に限り、売買契約の解除または売買代金減額の請求をすることができるものとします。
２　　本条第１項によって契約が解除された場合には、アライＡＡは、既に受領済みの車両代金・落札手数料・自
　 動車税等を落札者に返還するものとします。
３　　本条第１項による契約解除に伴い、落札者は、出品者に対して当該損害（販売利益は含まない）の賠償を
　 請求するものとし、アライＡＡは、一切損害賠償の責を負わないものとします。
　　　

　第47条（オークション取引として適当でない場合の解除）
　　
１　　アライＡＡは、出品者と落札者との間で売買契約が成立した場合であっても、出品者と落札者との関係、出
　 品または落札価格、出品から落札に至る経過その他諸般の事情に鑑み、オークション取引として適当でないと
　 判断したときは、当該売買契約を解除して無効にすることができるものとします。但し、成約車両代金等の支払
　 い及び車両の搬出がいずれも完了しているときは、この限りではないものとします。
２　　アライＡＡは、出品者と落札者との間で成立した売買契約が、オークション取引として適当でない疑いがある
　 ときは、出品者及び落札者から事情を聴取し、またはこれらの者に資料等の提出を要求するなど、必要な調査
　 を行うことができるものとします。この場合、出品者及び落札者は、アライＡＡの調査に誠実に対応しなければ
　 なりません。
３　　アライＡＡは、本条第２項の調査が完了するまでの間、落札者に対して、成約車両の搬出を制限し、出品者
　 に対して、成約車両代金等の支払いを、停止することができるものとします。
４　　アライＡＡは、本条第２項の調査が終了し、当該売買契約を解除するときは、その旨を出品者及び落札者に
　 通知するものとします。
５　　アライＡＡは、相当と認める場合は、落札者が第39条（車両代金等の決済）第3項に定める支払期日までに
　 成約車両代金等を支払わないこと等を条件として、本条第１項の解除を行うことができるものとします。
６　　本条による売買契約の解除、その他アライＡＡの措置により、会員に損害が生じたとしても、アライＡＡは、そ
　 の損害を賠償する責任はないものとします。
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　第48条（出品車両の所有に関する疑義）

　 出品車両の所有に関し、出品者が、所有権を有することについて疑いが生じた場合の契約解除の期限ならび
に原状回復の方法については、アライＡＡが公平な立場に立って、その状況を分析し、処理の方法を定めるもの
とします。この場合、出品者は、アライＡＡに対し、出品車両の取得経緯を報告しなければならないものとします。

　第49条（契約解除の通知義務と手数料）

１　　第45条、第46条、第47条によって契約が解除された場合には、出品者または落札者は、直ちにその旨をア
　 ライＡＡに通知しなければならないものとします。
２　　第45条、第46条、第47条の規定によって解除された場合には、アライＡＡは、出品者から受領済みの出品
　 手数料・成約手数料は返還しないものとします。

　第50条（解　　約）

１　　落札車両の売買当事者双方は、当該車両の落札時より１時間以内までとし、オークション終了時においても
　　１時間以内ならば、お互いに相手方に対して以下の解約金を支払うことにより、相手方の承諾を得ず、当該車
　 両の売買契約を解約することができます。この場合においては、解約を申し出た当事者が、アライAAに対して、
　 当該車両の出品手数料、成約手数料、落札手数料（ＡＩ-ＮＥＴ入札料・ＡＩ-ＮＥＴ落札料割増含む）を支払わ
　　なければならないものとします（但し、会場により異なることがあります）。
　（１）　　落札価格が200万円未満の車両については、50,000円
　（２）　　落札価格が200万円以上の車両については、落札価格の3％（但し、100円未満は切り捨て）
　    　但し、小山会場にて開催されるバン・トラックオークションにつきましては、以下の通りといたします。
　（１）　　落札価格が200万円未満の車両については、100,000円
　（２）　　落札価格が200万円以上500万円未満の車両については、200,000円
　（３）　　落札価格が500万円以上の車両については、300,000円

　第51条（アライＡＡによる解除等）

　 アライＡＡは、出品者と落札者との間で成立した売買契約に、瑕疵その他の解除原因、代金減額原因がある
場合（第47条に基づき、アライＡＡ固有の解除権が発生する場合を除きます。）、落札者から買主たる地位を承継
して自ら売買契約を解除、代金減額請求等をすることができるものとします。この場合、アライＡＡの解除権、代金
減額請求等の行使期限は、瑕疵の状況その他の具体的な状況に鑑み、落札者が瑕疵を知ってから１年を上限と
して、アライＡＡがその裁量で決することができるものとします。

　　　第　十三　章　　　紛　争　の　処　理

　第52条（紛争の処理）

　 オークションの運営及び本規約に関して、会員間に生じた争いについては、アライＡＡが、公正かつ中立な立
場で双方の利害を調整し、必要に応じて裁定を行うことができるものとします。その場合、当事者双方は、アライＡ
Ａの判断に無条件で従うものとします。

　第53条（合意管轄）

　 アライＡＡでの取引、運営、その他本規約に関して、会員とアライＡＡの間に紛争が生じた場合には、東京地
方裁判所または東京簡易裁判所を当該紛争に関する第一審の専属的管轄裁判所とします。
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　　　第　十四　章　　　規　約　の　改　定

　第53条（本規約の改定）

　 本規約の改定は、アライＡＡは、その運営上必要かつ相当であると認める場合、本規約を改定できるものとし
ます。この場合、会員の権利義務その他アライＡＡの運営・管理に関する条件は、変更後の規約によるものとし
ます。尚、変更規定の内容は、オークション会場内にて開示する他、書面での通知、アライＡＡのホームページ
等にて行うものとします。

　附則
　第1条（施　行）

　本規約は、   昭和 62年  6月１日から施行します。
　本規約は、   昭和 62年10月1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 　2年10月1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 　5年8月 1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 　8年10月1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 10年4月 1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 15年1月 1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 16年5月 1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 17年11月1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 18年10月1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 21年12月1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 22年4月 1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 22年8月 1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 23年7月 1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 24年1月13日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 24年 6月1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 24年10月1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 24年12月10日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 25年3月 1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 26年1月 1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 27年1月 1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 27年8月 1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 27年11月1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 28年1月 1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 28年 6月10日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 29年1月 1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 29年 3月4日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 29年4月 1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 29年10月1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 30年4月 1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 30年7月 1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 30年8月 1日一部改定、施行。
　本規約は、   平成 31年3月 1日一部改定、施行。

　第2条（平成27年8月1日の一部改定に伴う経過措置）

１　　改定前の会員に対する第9条１項の適用は、本改定後に最初に到来する登録期間満了の際から適用される
　 ものとします。
２　　登録期間が満了しているにもかかわらず、更新の手続がなされないまま会員資格を有している会員について
　 は、登録期間の満了の度に登録期間が自動更新されたものとみなして、本条１項の適用を行うものとします。
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第　十一　章　　検　　査　　規　　程
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　　　第　十一　章　　検　査　規　程

　第十一章の〔Ⅰ〕　　検　査　規　程

　第１条（目　　的）

　 アライＡＡで取扱う出品車の品質水準の保持等、良好なオークション環境を維持する目的のため本規程を定め
ます。

　第２条（出品者義務）

１　　出品者は、車両の出品に際して、車両の点検整備を綿密に行い、出品車両の車歴、仕様、品質、瑕疵の程
　 度等の必要事項を誠実に申告しなければならないものとします（出品者申告義務）。
２　　出品者は、アライＡＡ品質検査による見落としがあったとしても、出品者として、その責任を負うものとします。
３　　出品者は、次のことに留意して下さい。
（１）   　止むを得ず、出品申し込み、出品票記入を代理人に依頼した場合においても、その責任は出品者に有
　　　　るものとします。
（２）　　必要事項が空欄の場合、出品保留になることがあります。
４　　出品者は、アライＡＡ事務局が発行する出品リスト等により、その申告内容及び車両検査の結果等を確認
　 し、誤記入や記載洩れ等に関して、修正申告する義務があるものとします。

　第３条（出品車両規定）

１　　出品車両は、以下の基準に適合した車両とします。但し、基準適合の判定は、アライＡＡの裁定によるものと
　　します（事故現状車両及び現状車両、瑕疵車両等は除きます）。
（１）　　車両に著しい欠陥等がないもの（商品価値、残存価値としてあるもの）。
（２）　　バッテリーでの始動が正常なこと。
（３）　　自走できること。　
（４）　　燃料は、最低10リットル以上の貯油であること（貯油がない時は3,000円のペナルティを科します）。
（５）　　車両の室内及び荷台等にゴミ等が無いこと。
（６）　　スペアタイヤ・ジャッキ・ホイルレンチ等が付いていること。
（７）　　ナンバー付車両の場合は、車検まで翌月末以上有効期限のある車両で、自賠責保険証書付のものであ
　　　 ること。万が一、自賠責保険証書のない車両が出品され、成約した場合は出品票記載の有無にかかわらず
　　　 出品者側にて加入するものとします。　　　　 
（８）　　未登録車両を出品する場合は、国内での登録ができる車両とします。また、登録する際に必要な費用に
　　　 ついては落札者が負担するものとします。
（９）　　予備検査付きで車両を出品する場合は、自動車予備検査証の有効期限を明記すること。
（10）　 職権打刻による予備検査をつけた車両を出品する場合は、その旨を明記するとともに、自動車予備検査
　　　 証の有効期限が翌月末以上あるものとします。
（11）　 ガス漏れ、オイル漏れ等の火災の危険性のないこと。
（12）　 出品車両は、ユーザー保護及びトラブル防止の観点から、自社名義での出品を原則とします。
（13）　 ラジコン、リモコン、ナビロム等の部品及び車両出品時における社外品等の取外しの容易な部品等は、
　 　　書類と共に事務局に提出するものとします。
（14）　　車検の有効期限内にある普通車を出品する場合は、ナンバープレート及び封印が付いていることとしま
　　　す。また、車検の有効期限内にある軽自動車をナンバーの無い状態で出品する場合は、その理由を、出品　
　　　者は、出品票に申告したうえで、車両の出品をすることを義務とします。　　　　　　
（15）　 営業ナンバーでの出品は，不可とします。
２　　事故現状車両及び現状車両・瑕疵車両（接合車両を除く）等を出品する場合には、事故現状車両及び現状
　　車両・瑕疵車両であることを申告し、出品するものとします。尚、申告のない出品車両についても、アライＡＡが
　　事故現状車両及び現状車両・瑕疵車両であると裁定した場合には、出品者は、アライＡＡの裁定に従うものと
　　します。
３　　車両の車体ナンバーが、明確に確認できる車両であること（錆、腐食、打刻等による不鮮明な車両は出品を
　　不可とします）。
４　　車両の車体ナンバーが、故意に打ち変えられているとアライAAが判断した車両は、出品を不可とします。
５　　接合車両及び接合車両と同等と、アライＡＡが判断したものは、出品を不可とします。
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６　　盗難歴車両の出品については可能としますが、出品票の注意事項欄に、「盗難歴あり」と記載を必要としま
　　す（出品におきましては、通常処理とします）。
７　　特殊燃料（ＬＰＧ・ＣＮＧ等）を使用する車両の出品は、燃料の残量が十分な状態での出品を義務とします。
　　尚、燃料切れの場合には、アライＡＡ判断において、クレームとする場合があります。
８　　車両の走行距離数を記載する場合は、キロメートル（ｋｍ）での記載を基本とします。マイル表示のみの車両
　　は、走行表示マイルに、１．６１倍をしたキロメートル（ｋｍ）に換算をして記載をし、出品をするものとします。
９　　走行不明及びメーター改ざん車両として出品する場合は、走行不明及び改ざん内容を明記したうえで、出
　　品することを基本とします。
10　 書類等で確認できるメーター改ざん車両の出品に関しては、書類等で確認できる、過去の最長距離数の記
　　載を必要とします。
11　 アライＡＡでは、建設機械・農業機械・産業機械（フォークリフト・建機系機械・車両系機械「以下、産業機械」
　　と称します。）に関する運営を、アライＡＡ各会場ごとに定めるものとし、その詳細を、アライＡＡホームページ内、
　　各会場「出品規定」に掲載するものとします。
12　 アライＡＡでは、建設機械・農業機械・産業機械に於ける出品物を、下記内容にて区分致します。
　　　　・「機械」として区分するものは、出品された品物自体で稼働（作動）することができるもの。
　　　　　（トラクター・コンバイン・発電機・コンプレッサー等）
　　　　・「物品（パーツ）、以下、物品と称します。」として区分するものは、出品された品物自体では稼働（作動）
　　　　　することができないもの。（エンジン・ミッション・アタッチメント等）
13　 建設機械・農業機械・産業機械に関する出品の基本を、以下のとおりとします。
（１）　　機械・物品を出品する際には、綿密に品質を確認するとともに、仕様、瑕疵の程度等を誠実に申告するこ
       と。
（２）　　 出品するすべての機械・物品について、製造番号あるいは車体番号が、打刻またはコーションプレート
　　 　（ステッカー）により確認できること（建機用アタッチメント、製造時から番号の無いものは除く）。
　　　　　　　*陸運支局管轄のナンバープレート付き車両（機械）については、打刻による車体番号の確認ができ
　　　　　　　　るものとします。
　　　　　　　*製造番号とは、各出品機械・物品の製造番号のこと。
　　　　　　　*エンジン等の部品番号は製造番号とはしない。
（３）　　機械・物品の製造番号または車体番号は、正規な番号のものであり、改ざん等がないこと。
（４）　　出品前に、盗難品、犯罪関与品、抵当権設定品、質権、差押、仮差押、ローン中、その他法的問題の対
　　　象となっていないことを確認していること。
（５）　  出品する機械・物品については、出品者が完全な所有権を有していること。
（６）　　農業機械及び登録の管轄が所轄官庁(役所等)となる機械については、所定の手続きにて、登録を抹消
　　　した機械のみ出品を可能とします。
（７）　  出品者は、成約したすべての機械・物品について、第九章　書類　第32条（譲渡書類）１項（15）号で定
　　　める書類を、当該アライＡＡに提出すること。
（８）　　輸送上、転倒や油脂類が漏洩する等の危険性がある機械・物品を出品する場合は、予め予防策を施して
　　　から出品をしなければならないものとします。
14　 建設機械・農業機械・産業機械の出品について、下記内容に該当する場合は、出品できないものとします。
　　また、記載内容に該当しない場合でも、アライＡＡの判断により、出品ができない場合があります。
（１）　　燃料漏れ、オイル漏れ等が著しく酷い場合またはアライＡＡが危険と判断した場合。
（２）　　出品する機械が、正常に作動や走行ができない、あるいは大きな損傷や作業上重大な欠陥がある場合。
（３）　　出品する機械の主要部品に欠品があり、正常な機能をなさない場合（カギ・バッテリー・燃料タンク等）。
（４）　　部品、装備品が取り外された（分解）状態の場合。但し、輸送都合で、取り外しの必要性があると認めた場
      合は、この限りではないものとする。
（５）　　機械に付随するアタッチメント等が、作動不良のため、走行ができない場合。
（６）　　建設機械用アタッチメントで、著しい割れや破損がある場合。
（７）　　梱包されていて、中身の確認ができない場合。
（８）　　製造番号、車体番号の確認が明確でないと、アライＡＡが判断する場合。
（９）　  盗難品、犯罪関与品、抵当権設定品、質権、差押、仮差押、ローン中等による、正常な取引を行うことが
　　　できない場合。
（10）   セット品として出品する場合。但し、建設機械を出品する場合で、該当の機械用に付属として、アタッチメ 
　　　 ントがある場合は、セット品として、出品を認めるものとします。
（11）　 バッテリー動力の機械で、充電が不十分な場合またはアライＡＡが、不十分と判断した場合。
15　 アライＡＡ検査規定では、出品車両を以下に区分するものとします。
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車両区分
軽自動車・小型自動車・普通自動車   積載量０．７５ｔ未満
積載量０．７５ｔ以上４ｔ未満のトラック
フレーム付バン　１ナンバー車（４ｔベース車除く）

積載量５ｔ以上（車輌総重量８ｔ以上）

ラフタークレーン（２０ｔ吊り以上のもの）・クローラクレーン
（クレーンが組立式のもの）・重ダンプトラック

　第４条（落札による車両確認義務）

１　　会員は、車両を落札する場合は、現車について充分に下見をすることを義務とします。また、外部落札によ
　 る落札の場合も、下見代行サービス等により現車を充分に確認したうえで落札しなければなりません。尚、同一
　 車両の同一事項について、出品票の車両状態説明と出品リストが異なるときは、車両状態説明を優先させるも
　 のとします。
２　　落札者は、落札後、速やかに、現車と車両状態説明との再確認を行わなければなりません。その際、車両状
　 態説明と現車に相違がある場合は、クレーム申立期限内にアライＡＡに申し出をしなければならないものとしま
　 す。クレーム申立期限については、本規約及び本規約内のクレーム処理細目に定めるものとします。
　　　

　第５条（アライＡＡ検査）

１　　アライＡＡに出品するすべての車両は、出品者の申告に基づき、アライＡＡの検査員による検査を経て出品
　 するものとし、検査内容はあくまで参考的な資料とします。
２　　アライＡＡの検査は、車両内外の目視による確認と、停車状態での操作等、簡単に確認できる範囲とし、各
　 部を取り外したり、走行テストを必要とする不具合箇所はアライＡＡの責任範囲ではなく、出品者の申告義務と
　　します。
３　　検査員は、アライＡＡの検査規程により認定を受けた者とします。

　第６条（品質基準）

　 アライＡＡは、修復車両、粗悪車両、改造車両、瑕疵車両等の品質基準を以下に定めます。
１　　修復車両とは、車両の骨格に相応する部位が、損傷または修正・交換された跡があると判断される場合を基
　 本とし、以下のいずれかに該当する車両とします。
（１）　　フロントサイドメンバー（フロントフレーム）及びリヤサイドメンバー（リヤフレーム）が、損傷または修正・交
　　　換されているもの。但し、アッパーサポートの先端部より前に位置する部分の損傷、修正は除く。
（２）　　フロアーパネル、メンバーの交換及び外板を介してのパネル、メンバーの損傷・修正。但し、軽微な損傷、
　　　修正は除く。
（３）　　外部に露出する部位を除くピラーで、外板を介しての損傷・修正または交換されたもの。但し、ステップ単
　　　体での交換作業時に生ずるピラー下部の修正は除く。
（４）　　カウルパネル（トゥーボード）で、外板を介しての損傷・修正または交換されたもの。
（５）　　フロントインナーパネル、リヤインナーパネル、リヤフロアーが損傷または修正・交換されたもの。但し、軽
　　　微な損傷、修正は除く。
（６）　　ルーフの交換及びピラーから波及した凹みまたは修正があるもの。外板を介してルーフ周囲のインナー
　　　部に損傷があるもの。但し、軽微な損傷、修正は除く。
（７）　　本条第1項第（１）号から（６）号までについて、交換または修正・補修した状態が、事故に起因したもので
　　　ある疑いのあるもの（別途細目内規で定めることとします）。但し、トラック・バスにおける修復基準はトラック検
　　　査基準表に準じます。
２　　粗悪車両とは、内外装共に著しく車両の状態が悪く、ボディの主（骨格）となる部位や機関、機構または走行
　 等、安全性に支障があると思われるもの（腐食等を含む）。その他、常識的判断による粗悪なもの、またはアライ
　　ＡＡが粗悪車両と判断したものとします。
３　　改造車両とは、陸運事務所の改造許可のないもの及び車両保安基準等法令に適合しないもの等、原則とし
　 て車検に合格しない車両とします。

大　　型

特　　大

中型　Ⅰ

中型　Ⅱ

大型バス（乗車定員３０人以上、同サイズの車両等含む）

産業機械
農業機械
建設機械
現　　　状
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小　　型

積載量４ｔ以上～５ｔ未満（車両総重量８ｔ未満・４ｔベース車含む）
バス（乗車定員１１人以上３０人未満、同サイズの車両等含む）



４　　瑕疵車両とは、車両の商品価値が著しく下落すると思われる状態にある車両であり、冠水車両・冠水歴車両
　 ・消化剤散布車両・接合車両（ニコイチ）等を含みます。
（１）　　アライＡＡが定める冠水車両及び冠水歴車両とは、災害等により、水や泥水等が車両のステップを自ら越
　　　え、室内フロアーに侵入したと思われるものまたは、その状態や痕跡が残ると判断されるものと します（アラ
　　  イＡＡ判断）。
（２）　　アライＡＡが定める接合車両（通称、ニコイチ）とは、中古部品による一体の部品（新品部品での規格がな
　　　いもの）を使用した交換修理が行われた車両でかつ、その時の交換修理跡が、車両の室内フロアー及びリ
　　　ヤフロアー（荷室フロアー）にまでおよぶもの、または交換修理内容により接合車両と同等とアライＡＡが判
　　　断したものとします。
（３）　　アライＡＡが定めるトラックの冠水車両及び冠水歴車両とは、災害等により、水や泥水等がトラック車両の
　　　左右メインフレームの下面を超えたと思われるもの、またはその状態や痕跡が残ると判断されるものとします
　　　（アライＡＡ判断）。
５　　走行不明（♯）車両、メーター改ざん（＊）車両については、走行10万キロ以上と扱い、評価点の上限を「３．
　　５」点とします。
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　第７条（出品車検査基準）

　 アライＡＡに出品する出品車両は、アライＡＡの基準に基づいてアライＡＡが評価点を付与します。その評価採
点の基準を以下の通りとします。

　 軽自動車・小型自動車・普通自動車（積載量0.75ｔ未満のトラック及びバン形状車両）は「アライＡＡ軽自動車・　
小型自動車・普通自動車検査基準表」による評価採点とし、積載量0.75ｔ以上のトラック及びバス等については、
「アライＡＡ　トラック検査基準表」にて評価採点を行います（クレーム処理細目も［トラック専用クレーム処理細目］
となります）。

アライＡＡ　軽自動車・小型自動車・普通自動車　検査基準表

軽微で目立たない小傷・エクボ等があるもの ・初年度登録より12ヶ月まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・走行10,000ｋｍまで
軽微で目立たない小傷・小ヘコミ・補修跡のあるもの　・初年度登録より36ヶ月まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・走行30,000ｋｍまで
外装に軽微な傷・ヘコミのあるもの
内外装に軽微な加修を施したもの
外装部品に交換が無いもの
国産車の職権打刻車　　　　　　　 　　　　　　　　　    ・走行50,000ｋｍまで
内外装に傷・ヘコミのあるもの
内外装共に軽微な加修で商品価値が向上するもの
ネジ留めによる外装部品の交換があるもの　　　 　　・走行100,000ｋｍまで
外装に目立つ傷・ヘコミ・錆等があるもの
内外装を再加修する事により商品価値が向上するもの
機関・機構に不具合のあるもの
色替車両　　　　　　　　　　　　　　　                    　・走行150,000ｋｍまで
内外装共に状態が悪く加修を要するもの。骨格部位以外の溶接パネルの交換・加修
があるもの。修復歴としない骨格部位に損傷・加修があるもの。
走行不明（♯）車両・メーター改ざん（＊）車両
内外装共に状態が悪く、錆、腐食の多いもの。全体に大小の加修を要するもの。
色ボケ車両。塩害・雹害車両。
全体に残存価値の少ないもの。競技車両等。
粗悪車両等。冠水・消化剤散布車両。
現状車両・特殊車両等・検査基準に該当しない車両
エンジン・トランスミッションの不具合大車両
走行危険（不可）車両・不動車両

※評価点につきましては、外装評価及び内装評価を考慮し、付与します。
※検査基準内容に示す評価点は、あくまでも上限評価点とします。

０点 D評価以上

Ｒ点 D評価以上

３点 D評価以上

4.5点 B評価以上

４点 C評価以上

          修復車両（骨格部位の交換・修復が軽微でないもの、骨格部位の損傷・改造、加工等）

Ｒ１点:
　　　　 修復車両でかつ、瑕疵車両（冠水・消火剤散布車両）と重複した場合の車両
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評価点 内容 内装評価

２点 D評価以上
１点 D評価以上

ＲＡ点:
          修復車両（骨格部位に交換が無く修復が軽微なもの、骨格部位の損傷・改造、加工等）

ＲＢ点:

C評価以上

Ｓ点 Ａ評価

６点 Ａ評価

５点 B評価以上

3.5点



アライＡＡ　トラック・バス　検査基準表

※アライＡＡの定めるトラックとは、フレーム付車（キャビン交換可能なもの）であることとします。

※アライＡＡ　トラック・バス　検査基準を適用する車両とは、第十一章の〔Ⅰ〕検査規程、第３条（出品車両規定）
　１７項の車両区分表で区分する、「中型Ⅰ」以上のトラック形状車両及びバスを対象とします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　容
内外装の状態が良好で、無修正に近く良好なもの　　　
上物（ボディ）に、多少の使用感があるもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
中Ⅰ：　走行50,000ｋｍまで　　中Ⅱ・大型・特大：　走行100,000ｋｍまで
外装に多少の凹み、傷、鈑金修理跡があるが修正せずに十分使用可能なもの　　　
上物（ボディ）各部に、曲り、捻れ、凹みが少なく、状態が良好なもの　
中Ⅰ：走行200,000ｋｍまで　中Ⅱ：走行500,000ｋｍまで　大型・特大：走行800,000ｋｍまで
リヤフレーム及びリヤフレームに接合されているクロスメンバーに歪があるもの（歪大は評価０点）
けん引フック部に歪があるもの
キャブフロアーより下位置に歪・修正・交換があるもの
走行不明（♯）車両、メーター改ざん（*）車両
凹みや傷等があり、修理・修正を必要とするもの
目立つ錆、腐食があるもの
エンジン・トランスミッションに不具合があるもの
フロント・センターフレーム、クロスメンバーに歪があるもの（歪大は評価０点）
キャブフロントパネル（ボンネットタイプを除く）、バックパネルの交換
上物（ボディ）に瑕疵があるもの（ボディ取付に不具合のあるもの）
フレーム・クロスメンバーの亀裂・腐食穴
キャブ・上物（ボディ）の腐食穴大
粗悪車両

現状車両、検査基準に該当しない車両
エンジン・トランスミッションの不具合大車両
走行危険（不可）車両・不動車両
Ｒ　点：　　修復車両（骨格部位の損傷・改造・加工等）　
Ｒ１点：　　修復車両であり、評価１点の内容と重複する車両　
Ｒ２点：　　　  修復車両であり、車両状態が悪いもの、評価２点の内容と重複する車両

アライＡＡで定めるトラック・バス修復車両とは、下記車両とします。
①　キャブ交換。
②　キャブルーフパネルの交換。
③　キャブサイドパネルの交換。
④　キャブフロント・リアピラーの歪・修正・交換（外部露出部分・フロアー面より下位置にある損傷及び修正
　　　は修復としない）。
⑤　キャブフロアーの歪・修正・交換（フロアーメンバーも同様）。
⑥　キャブフロントインナーパネルの歪・修正・交換（ボンネットタイプの内側部分）。
⑦　メインフレームの修正、クロスメンバーの修正・交換。
⑧　バスの修復については、上記①～⑦項に記載する内容と同様の基準とします。
※④・⑤については、腐食穴・亀裂が有る場合は、修復とします。
※検査基準内容に示す評価点は、あくまでも上限評価点とします。

４点

３．５点

３点

評価点

－28－

０点

２点

１点 冠水・消火剤散布車両等の瑕疵車両

Ｒ点

５点



アライＡＡ　軽自動車・小型自動車・普通自動車　外装評価基準表

・外板パーツに交換無し
・瑕疵はあるが軽微である
・極めて良好な修理跡
・瑕疵が数ヶ所にある
・軽微な修理をすることにより商品価値が向上すると思われる良好な修理跡
・目立つ瑕疵が数ヶ所にある
・数ヶ所に瑕疵はあるが、修理をすることにより商品価値が向上すると思われる
・修理を要する瑕疵が各所にある
・目立つ変色、色褪せ、色ボケがある
・錆、腐食が多い
・著しく状態が悪い
・大幅な修理を必要とする状態
・Ｃ評価以下と判断される状態

※外装評価基準につきましてはクレーム対象外となります。

アライＡＡ　軽自動車・小型自動車・普通自動車　内装評価基準表

ダメージほぼなし
新車の状態に近く、各部の汚れ等が小
ダメージ軽微
各部の汚れ、焦げ、糊跡、擦れ等が小
簡易清掃にて商品価値が高まる状態
ダメージ小
焦げ穴、浮き、切れ等が小
糊跡、傷、擦れ等が少数
軽微な改造、加工、ペイント等
ダメージ中
焦げ穴、浮き、切れ、ヘタリ等が中
簡易清掃で落ちない汚れ
動物毛、臭い
ダメージ大
Ｃ評価内容が大、異臭
強い異臭あり

アライＡＡ　トラック内装評価基準表

　ダメージは軽微
　焦げ穴、ビス穴、ハンドルの擦れ、天張り浮き、シート違い
　部分補修しているもの（仕上げの良いもの）
　汚れ小、ヤブレ小、キズ小
　ダメージあり
　焦げ穴多、ハンドルの緩み、天張りハガレ、変色あり
　汚れ中、ヤブレ中、キズ中
　改造、加工、ペイント等あるもの
　ダメージ目立つ
　欠品及び損傷多数（損傷大）なもの、異臭あり

　第８条（審査結果の尊重・維持）

　 アライＡＡ検査員の検査結果ならびに評価点は、アライＡＡの検査員以外において、訂正したり抹消したりする
ことを禁止します。尚、出品票の記載事項を改ざんした者には、アライＡＡの裁定による厳重処分となります。

Ｃ

Ｄ

Ａ

評価点 基準内容

評価点 基準内容
Ｓ

　ダメージほぼなし
　新車の状態に近い
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Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ



　第十一章の〔Ⅱ〕　　裁定（クレーム）規程

　第１条（目　　的）

　 本規程は、アライＡＡが主催するオートオークションで成立した、中古自動車の売買契約に伴い生じた紛争を
迅速かつ適正、そして建設的に解決し、オークションの公正性と秩序の維持をはかることを目的とします。また、
本規程は、アライＡＡに参加した会員におけるクレームの処理について定めるものとします。

　第２条（方　　法）

１　　発生した問題の解決にあたっては、売買契約の当事者である会員が、アライＡＡによるクレーム裁定に従い、
　 相互理解と協力により、円満な解決を図ることを第一とします。
２　　解決にあたっては、アライＡＡが仲介し、本規程に定められた範囲により、調停を図るものとします。従って、
　 落札者がクレームを申立てする場合は、必ず事務局に連絡をするものとし、事務局の許可なく出品者もしくは
　 前名義人等に直接連絡する事を禁止します。
３　　出品者・落札者双方に理解度・協力度が不足することにより、解決が難航するときは、アライＡＡが、総合的
　 な判断を持って裁定を行います。
４　　アライＡＡが裁定した結果については、当事者は、これに従っていただきます。
５　　アライＡＡの裁定に従わない場合は、オークションへの参加制限・参加停止等の措置をとるものとします。
６　　アライＡＡの裁定に従わない場合、アライＡＡは、出品者名、落札者名を相手方に開示する場合があります。
７　　アライＡＡの裁定に従わない場合、出品者及び落札者は、オークションにおける売買契約が出品者と落札
　 者の間に成立していることを理解し、アライＡＡを紛争の当事者とすることなく、出品者と落札者の間で紛争を
　 解決するものとする。

　第３条（処理基準）

　 クレーム申立については、必ず、アライＡＡを介して行うものとし、落札者が、アライＡＡに対しクレームを申立
し、その旨を、アライＡＡを通じて出品者に通知されたときは、その通知をもって、クレームの申立主旨に従い、落
札者から出品者に対し、売買契約の解除、価格値引、部品供給（中古部品の供給を基本とします）の意思表示
があったものとみなされます。尚、クレーム及びトラブルの対象事項は、以下のとおりとしますが、当該車両の欠陥
または違法部分等を落札以前に知り、これを承知し、落札されたものはクレーム対象外とし、アライＡＡの判断で
当該会員に対し、取引制限を行う場合があります。また、クレームの処理は、価格値引・部品供給をもって解決す
ることを、基本とします。但し、価格値引・部品供給による解決ができなかった場合は、売買契約の解除をもって
解決するものとし、価格値引をする場合は、成約車両の価格をもとに、アライＡＡが決定します。
１　　クレームの申立ては、期間内で１台につき１回のみとします。但し、アライＡＡが認めるもの及び書類上で判
　 別するものは、この限りではありません。
２　　保証書とは、新車時メーカー発行のもので、保証期間（特別保証を含む）が残っている場合、保証継承がで
　 きるものとし、保証期間切れの場合、発行元の確認ができるものとします（保証継承に掛かる費用は落札者負
　 担とします）。
３　　クレーム内容が、メーカー保証にて対応できる場合は、メーカー保証での修理を優先するものとし、その際
　 にかかる費用（保証継承等）は、落札者が負担するものとします。
４　　クレームの申立てにかかる費用（見積り費用等）については、落札者の負担とします。
５　　記録簿とは、前回の法定点検または車検記録簿で、認証番号（指定番号）が記載されているものとします。
　 但し、ユーザー車検時の記録簿は、アライＡＡにおいて記録簿とは認めません。
６　　単品単価（新品）が、軽自動車・小型自動車・普通自動車の場合で20,000円未満、トラックの場合で30,000
　 円未満の部品の瑕疵については,ノークレームと致します。また、単品単価（新品）が、上記金額以上である場
　 合には、クレームを申立てることができますが、出品車両相応の価格値引・中古部品供給による解決を基本と
　 し、瑕疵のある部品の交換または修理等に付随する工賃・技術料は、クレーム対象の範囲に含まれないものと
　 します。但し、工賃・技術料が著しく高額であり、クレーム対象の範囲に含めることが相当であるとアライＡＡが
　 判断したときは除くものとします。　　　
７　　ワンオーナーとは、商品車としての自社（個人を含む）名変を１度までとします。
８　　クレーム等の申立期限は、軽自動車・小型自動車・普通自動車の場合、オークション開催日から日曜日を除
　 いた4日以内、中型以上のトラック・バスの場合は、オークション開催日から日曜日を除いた5日以内で、期限最
　 終日の１７時までとします。但し、申立期限最終日がアライＡＡ休館日の場合は、翌日の１７時までとします。ま
　 た、アライＡＡが認めた特殊事情（遠隔地・災害上の問題等）の場合は、この限りではありません。上記以外で
　 のクレームに関する申立期限に関しては、本規約及び本規約内のクレーム処理細目に定めます。尚、アライＡ
　 Ａが定める遠隔地によるクレーム申立期限延長とは、搬出期限内の搬出及びクレーム申立期限内に、アライＡ
　 Ａ事務局への事前連絡を必要とします。
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　　また対象地域は、アライAA会場ごとに定めた地域とし、軽自動車・小型自動車・普通自動車、中型以上の
　 トラック・バス共に、各クレーム申立期限からプラス2日間としたうえで、期限最終日の１７時までとします。
　また各会場で運営するヤードについては、会場ごとで定めるものとします。（遠隔地対応地域表　別紙あり）
９　　書類等での確認を要するクレームの申立期限は、アライＡＡ発送日を起点とし、申立期限内の日曜、祭日を
　 含む期限最終日の１７時までとします。その他のクレーム申立期限は、オークション開催日より日曜日を除いた
　 期限とし、期限最終日の１７時までとします。また、期限最終日がアライＡＡ休館日の場合は、翌日の１７時まで
　 とします。
10　 内外装のクレームは、原則として受付けないものとします。
11　 標準装備品の欠如及び不良、規格外装備品など、出品票に表示が義務づけられているもので、その表示
　 がないもの。
12　 セールスポイントとして出品票に記入したもので、正常に機能、作動しない場合｡
13　 出品票の注意事項欄に、セールスポイントとなる表記をし、不具合があった場合には、クレームの対象とする
　 場合があります。
14　 セールスポイント及び注意事項欄に、エンジン・ミッション・クラッチ等のオーバーホール済や、タイミングベル
 　 ト交換済等の記載がある場合、オーバーホールや交換が客観的に立証できる証明書（記録簿・作業明細・納
　 品書等）を必要とします。立証できる証明書等が提出できない場合は、クレームの対象となります。
15   商談落札の場合、商談時に確認できることはクレーム対象外とします。尚、商談時に確認できることとは、目
　 視により確認できるもののほか、軽自動車・小型自動車・普通自動車・トラックについては、現車が停止された
　 状態で確認できる不具合（走行状態でなければ判明しない不具合についてはクレーム対象）等、建設機械 ・
　 産業機械については、機械が出品されている場所で確認できる動作の不具合等をいうものとします。
16   商談落札の場合で、修復車両であることが発覚した場合のキャンセル時にかかる陸送代は、半額とします。
17 　輸入車両についてのクレームは、国内初年度登録日を基準とします。
18　 輸入車両の場合で、出品票の初年度登録記載欄、モデル年式記載欄に記載された内容に相違がある場
　 合。但し、モデル年式記載欄が未記入の場合はモデル年式不明とみなします。
19　 車歴表示のうち、自家用（リース車含む）以外の使用歴があるとき及びその使用歴が明記されていないもの
　　(トラックに関しては、クレーム対象外とします）。
20　 出品票のグレード欄が未記入の場合、その車両グレードを最低グレードとして扱います。また、ウエル キャブ
　 等福祉車両については出品票のグレード欄が未記入であってもクレームの対象とします。
21　 故意による登録月度ステッカーの貼り替え・車検証（謄本）の記載事項と異なる場合に申告記入されていな
　 いもの。
22　 出品票に不適切及び紛らわしい書き方をしたとアライＡＡが判断した場合には、クレームの対象とします｡
23　 レスオプションがある車両で、出品者が、その申告義務を果たしていないもの。
24　 評価点１点及び２点のクレーム処理方法は、修復車両と同様に扱います。
25　 評価点０車については、出品者の申告の違い以外は、ノークレームと致しますが、アライAA裁定により、クレ
　 ームの対象とする場合があります。
26　 オークション開催日、当日のクレーム受付については、検査員または事務局員による現車確認を必要とし、
　 セリ終了後２時間までの受付とします。
27　 登録遅れとは、マイナーチェンジまたはモデルチェンジのあった車両で、チェンジのときから６ヶ月以上経過　
　 し、且つ、年をまたいでいるものとします（輸入車は除く）。
28　 外部落札［ アライ映像コーナー、アライインターネットオークション（ＡＩ－ＮＥＴ）、ライブＡＡ、ＪＵ入札ネット］
　 での落札車両のクレームは、クレーム処理細目項目（低価格・一般車・修復車・輸入車・トラック）と連動し適用
　 となります。但し、クレーム処理細目項目の、「当日」に該当する部分は、搬出期限内における車両搬出前まで
　 の対応とします。
29　 出品者は、車両の付属品等を後日送付とする場合には、書類同様、オークション開催日を含む８日以内に  
　 当該開催事務局へ提出しなければならいものとします。また、落札者による後日送付品の受取り確認は、書類
　 発送後10日以内（受取り未確認の場合は同期間内による落札者からの申立を必要）とします。
30　 落札車両に附随する大型部品等が、出品者よりアライＡＡへ後日届けられた場合、落札者へ送付する際に
　 発生する費用をアライＡＡは、出品者へ請求するものとします。
31　 本条29項に記載する、落札者からの受取り未確認の申立を受付した場合は、出品者は、アライＡＡが受付
　　をした日より8日以内に提出をしなければならないものとし、提出ができない場合は、原則、値引対応（新品部
　　品の８割を上限）とします。また、値引対応ができない場合にはキャンセル対応するものとし、この場合キャン
　 セルペナルティ10,000円+実費を請求するものとします。
32　　後日送付による付属品等での動作確認によるクレームは、アライＡＡが、付属品を発送した日から5日間（日
　　曜、祭日を除く）とし、期間最終日の17時までを受付期間とします。尚、産業機械に出品の、クレーン単体に付
　　属となるラジコン・リモコンについては、オークション開催日を含む13日間（日曜日は除く）とし、期間最終日の
　　17時までを受付期間とします。　
33　　クレームキャンセル車の、陸送代の最長は店舗までとし、キャンセル時における【実費】とは、アライＡＡが相
　  当と認めた費用及び販売利益を含まないものとします。
34　　キャンセル時に発生するペナルティの処理に関しては、他会場などで発生をしたペナルティと重複 したペ
　  ナルティの処理をしないものとします。
35　　ワンボックスカー・ライトバン・特殊車両等においての２人乗り車両等の明記及びトラックにおいて積載量の
　  誤記入がある場合。
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36　　規格外乗せ替え、保安基準緩和措置による記載事項及び保安基準適合装置の取外し等による保安基準
　　法令に適合せず、車検取得時等に弊害が発生する場合は、出品者には、その旨を申告する義務があり、第
　　４条（違法車処理基準）に抵触しないものであってもクレームの対象とします。
37　　車両区分「小型」に該当する車両で、成約金額が200,000円未満の車両については、低価格車両と定め
　　 たうえで対応、処理を行うものとします。
38　　その他出品規定、検査規定等に定めた事項にそぐわぬ品質状況があったもの。
39　　建設機械・農業機械・産業機械のクレームについては、 以下の基準にて処理を行うものとします。
（１）　　年式、製造年月、製造番号、車体番号、その他、譲渡書類により出品票との相違が確認できる事項につ
　　　いての違い。
　　　　・　当該オークションより、書類発送後10日間（日曜、祭日を含む）以内とし、期間最終日の17時までを受
　　　　 付とします。
（２）　　走行距離及び稼働時間
　　　　・　 走行距離及び稼働時間については参考目安とするもので、実際の走行距離・稼動時間との間に相違
　　　　　があった場合であっても、非クレーム対象として扱います（以下「走行不明・稼働時間不明扱い」といいま
　　　　　す。）が、改ざん歴が発覚した場合にはクレームの対象とします。クレーム期間については、オークション
　　　　　開催日を含む13日間以内（日曜日は除く）とし、期間最終日の17時までを受付とします。また、クレーム
　　　　　処理にてキャンセルとする場合は、ペナルティー50,000円＋実費を出品者は支払うものとします。
（３）　　「誓約書兼販売証明書」に於ける記載内容に違反する場合。
　　　　・　 第十一章の〔Ⅱ〕　裁定（クレーム）規程、第４条（違法車処理基準）2項に準じ処理を行うものとします。
（４）　　機械として区分する出品物
　　　　・　 オークション開催日を含む5日間（日曜日は除く）以内とし、期間最終日の17時までを受付とします。
（５）　　物品（パーツ）として区分する出品物
　　　　・　 非クレーム対象とします。但し、クレーン単体及びクレーン単体に付属となるリモコン・ラジコン（後日送
　　　　　付の場合も含む）については、オークション開催日を含む13日間（日曜日は除く）とし、期間最終日の17
　　　　　時までを受付とします。また、本項（1）号から（３）号に該当する場合は、クレームの対象と致します。
（６）　　第七章　出品　第27条（出品の申込み）1項及び第十一章の〔Ⅰ〕検査規程、第２条（出品者義務）1項に
　　　該当するとアライＡＡが判断する場合は、クレームの対象として処理を行うものとします。

  第４条（違法車両処理基準）

　 差押え車両、盗難車両、抵当権付き車両（解除不能）、犯罪関与車両、接合車両、走行メーター改ざん車両等
により法的問題車両と判明したとき、出品者が善意無過失であっても、その処理をすべてにおいて優先するもの
とします。尚、キャンセルペナルティ、損害金（販売利益を含まない）、アライＡＡ手数料を出品者が負担するもの
とします。
１　　接合車両（通称ニコイチ）と判明した場合は、出品車両の評価に関係なくキャンセルとし、出品者は、ペナル
　 ティ50,000円と、落札者の負った損害金全額を支払うものとします。期限は開催日当日より90日以内とします。
　　　
２　　盗難車両、差押え車両、抵当権付き車両等、所有権移転に法的問題のある車両は、キャンセルとし、出品
　 者は、ペナルティ100,000円と落札者の負った損害金全額を支払うものとします。期限は無期限とします。但し
　 ､年次経過による車両価値減損分を考慮する場合があります。
３　　走行距離数の違法車両に関する処理基準を以下に定めます。また、オークション開催日当日の、走行距離
　 数に関する訂正は、一切受付ないものとします（アライＡＡ小山バン・トラックオークションは除く）。

　 規約上クレームとして処理できるものは、オークション開催日より180日以内とし、書類から判明する場合、アラ
イＡＡより書類を発送した日から30日以内とします。但し、クレーム期間を過ぎた場合でも、取締官庁等より要請
があったときは、追求・取調べに積極的に協力いたします。
　 ＊　上記「書類」とは、車両取引に関して授受される書類すべてとし、車両に附随している目視確認（トラックの
　　　キャビン交換も含む）できるものとします。但し、ステッカー類は除きます。

　ａ　　落札者は、クレームを申し立てる場合、記録簿等で「メーター改ざん車両」であることを立証する必要があり
　　 ます。     
  ｂ　　出品者は、クレームとなった時、直接関与（改ざん）していないことを証明する必要があります。ここでいう証
　   明とは、仕入時の成約伝票等、仕入時のメーター数及び仕入先を証明するものをいいます。証明しない場合、
　　 証明できない場合は、直接関与したものとみなします。
  ｃ　　書類等で確認できるメーター改ざん車両の出品に関しては、書類等で確認できる、過去の最長距離数の
　　 記載を必要とします。また、記載のない場合にはクレーム対応とします。
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　 メーターダウン車両は、出品者の直接関与の有無にかかわらず、キャンセルといたします。その際出品者は、
50,000円のペナルティ及び実費（陸送費、ＡＡ手数料、加修費等）を落札者に支払わなければなりません。但
し､実費の額については、アライＡＡにおいて適当と思われる額に調整することもあります。また、落札者が値引き
を希望した時は、値引き調整をしますが､この場合、落札者からメーター改ざん車両であることの了承（一筆）を必
要とします。

　 何らかの理由で、やむを得ず走行不明車両を仕入し、出品票に、明確に「走行不明車両」の記載をし、アライ
ＡＡに出品し、落札された車両であっても、オークション開催日より14日以内であれば、記録簿等での立証により、
落札者は、当該車両をキャンセルすることができます。但し、その際のキャンセルは、ノーペナルティ（落札者も同
意の上で落札した理由による）とし、陸送費は出品者負担、実費は落札者負担とします。また、上記のように、走
行不明車両の記載をしても、出品者が、改ざんしていない証明ができない場合は、直接改ざんとみなします。走
行不明車両の記載忘れについても、同じく、メーター改ざん車両としてクレーム処理をします。

　 何らかの理由で、やむを得ずメーター改ざん車両を仕入し、出品する場合は、その改ざん理由を明確に記載
する事を基本とします。また、書類等で、現車の現メーターより明らかな過去の最長距離数が確認できる改ざん
車両に関しては、その時の最長距離数を明確に記載することとします。改ざん理由の無明記、明確な理由の無
い改ざん車両の出品に関しては、走行不明車両同様、書類等での立証により、オークション開催日より14日以内
であれば、落札者は、当該車両をキャンセルする事ができます。但し、その際のキャンセルは、ノーペナルティ
（落札者も同意の上での落札とみなす）とし、陸送費は出品者負担、実費に関しては落札者負担とします。 

　 車両取引に関して、授受されるすべての書類関係により、走行距離数が実走行と違う（メーター改ざん）と確認
ができた場合、原則キャンセルとし、出品者は、ペナルティ50,000円と実費を支払うものとします。期限は書類発
送後30日以内とし、書類発送後10日以内の場合は、出品者はペナルティ50,000円と実費を支払うものとし、書
類発送後11日以上30日以内の場合は、出品者は、ペナルティ50,000円と陸送費を支払うものとします。

　 出品者が、メーター交換車両を出品する場合は、必ず、認証・指定工場で交換を証する書面があり、整備点検
記録簿などで客観的に証明できる書面により、メーター交換の事実を証明していただきます。証明できない場合
は、メーター改ざん車両としてクレーム処理をすることとします。但し、証明書類にて確認できるメーター交換歴の
記載ミス（実走行の証明のできるものに限る）の場合、原則はキャンセルとし、出品者は、ペナルティ50,000円と
実費を支払うものとします。期限は、書類発送後30日以内とし、書類発送後10日以内の場合は、出品者は、ペナ
ルティ50,000円と実費を支払うものとし、書類発送後１１日以上30日以内の場合は、出品者はペナルティ50,000
円と陸送費を支払うものとします。

　 車両総重量８トン未満の車両で、積算距離計（オドメーター）とタコグラフメーターが一体式となったメーターを
装着した車両については、タコグラフメーターを新車時に装着しているとみなし、実走行扱いとします。但し、タコ
グラフメーター装着車両の初年度登録と、タコグラフメーター製造年月にずれがある場合で、車両の初年度登録
より、タコグラフメーター製造年月が新しい場合は、原則メーター改ざん車両とし、キャンセル対応といたします。
期限は、オークション開催日から７日以内で、ぺナルティ50,000円を出品者は支払うものといたします。尚、タコグ
ラフメーター装着の有無及び製造年月については、出品者にて出品票に申告・記載することとします。

　 走行距離に車検証記載との相違があり、訂正不可であった場合、原則はキャンセルとし、出品者は、ペナルテ
ィ50,000円と実費を支払うものとします。期限は、書類発送後30日以内とし、書類発送後10日以内の場合は、出
品者はペナルティ50,000円と実費を支払うものとします。書類発送後11日以上30日以内の場合は、出品者は、
ペナルティ50,000円と陸送費のみを支払うものとします。

　 メーター改ざん車の出品・落札について次の措置をいたします。
　ａ　　直接関与（改ざん）せず、知らず出品の場合 戒告及び参加制限、脱会勧告
　ｂ　　直接関与（改ざん）の場合 参加制限及び脱会勧告、悪質な場合は除名及び

他会場、取締官庁への通告

　ｃ　　改ざん車を発見したにもかかわらず事務局へ 戒告及び参加制限、脱会勧告
　　　　連絡せず自ら落札しクレーム申告する落札者
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４　　違法車両の申立ては、当該車両が、日本国内にあるものとし、輸出後は一切対象外とします。
５　　違法行為の対処に問題が紛糾し、解決が難しい場合、アライＡＡ裁定委員会にて審議決定をします。当該
　 会員は裁定委員会の決定に従うものとします。また、当該会員に対し、裁定委員会へ出席を求める場合があり
   ます。
６　　第４条（違法車両処理基準）の当該車両に、出品者が意図的に関与した事実が判明した場合、裁定委員会
　 は規定にとどまる事なく裁定し、その決定に従うものとします。

  第５条（非クレーム対象）

　 以下の行為及び各項目に該当する場合は、原則としてクレーム受付できません。
１　　落札者が、落札車両を再販売（小売・業販）したとき、またはオークションでセリにかけたとき。但し、違法車
　 両・瑕疵車両及び書類上でしか判明出来ない場合は除きます。
２　　落札者が、クレーム申立中及び申立後に、アライＡＡの了解を得ることなく加修・修理をしたとき。（キャンセ
　 ル時、車両を落札した際の状態に戻せない場合も含む。但し、最終判断は、アライＡＡが行うものとします。）
３　　メーカー保証（保証継承）にて対応可能な場合。但し、保証継承等にかかる費用は、落札者負担とします。
４　　クレーム申立中の車両への重複クレーム。但し、書類上でしか判別できない場合は除きます。
５　　落札者が、アライＡＡに対しクレームを申立て、アライＡＡが、その申立てに対し受付をした日より７日間以内
　 に、落札者からクレームの詳細説明がない場合。
６　　落札車両が、キャンセルとなったときの販売遺失利益。
７　　内外装、目視確認ができる箇所（外部落札等含む）及びルーム内異臭。但し、出品者による申告不備により
　 大きく評価が下がると判断される場合は除きます。
８　　日本国外へ輸出された車両（国内税関等通過を含む）。
９　　クレーム申立前または申立中に、アライＡＡの確認をとることなく、名義変更等の登録行為をした場合。
10　 車両区分「小型」に該当する車両で、成約金額が200,000円未満の車両。但し、修復の発覚、セールスポイ
　　ント等、記載事項の相違、エンジン・ミッション・ハイブリットシステム等主要箇所の不具合大については、クレ
　　ームの対象とします。また、値引対応を行う場合には、成約金額の半額を上限とします。
11　 車両区分「小型」に該当する車両で、成約金額が100,000円未満の車両（修復の発覚含む）。但し、セール
　　スポイント等、記載事項の相違についてはクレームの対象とします。
12　 下記車両区分に記載する内容に該当する車両の、機関・機構・電装系
（１）　　「中型Ⅰ」　成約金額300,000円未満、走行距離200,000ｋｍ以上（走行不明、ﾒｰﾀｰ改ざん含む）
（２）　　「中型Ⅱ」　成約金額500,000円未満、走行距離500,000ｋｍ以上（走行不明、ﾒｰﾀｰ改ざん含む）
（３）　　「大型」以上　成約金額500,000円未満、走行距離800,000ｋｍ以上（走行不明、ﾒｰﾀｰ改ざん含む）
13　 本条10項、11項、12項に該当する車両が、第十二章　第45条に該当する場合には、クレームの対象とする
　  とともに、ペナルティが発生する場合については、通常のペナルティ金額とします。また、第十二章第45条　
　  に該当する内容以外で発生するペナルティ金額については、通常金額の半額とします。
14   新車登録から12年以上経過した車両区分「中Ⅰ」以上に該当する車両の機関・機構系
15   新車登録から7年以上経過した車両区分「中Ⅰ」以上に該当する車両の電装系
16   後日送付品受取りによる確認を必要とする場合で、出品者への了解を得ることなく、受取り後、確認前に車
　 両を再販売（小売・業販）または加修・修理をした場合
17　 車両区分「中型Ⅰ」以上に該当する輸入車両。但し、出品者による申告違い・書類上で判別するものは除く。
18   建設機械・農業機械・産業機械の出品物で、「物品」に区分される出品物。但し、クレーン単体及びクレーン
　 単体に付属するラジコン・リモコン（後日送付の場合も含む）、走行距離、稼働時間に改ざん歴が発覚した場合
　　、「誓約書兼販売証明書」に記載の項目に違反する場合は、クレームの対象とします。　　　
19　 本条第12、１４、15項に該当する車両であっても、不具合により搬出ができないとアライＡＡが判断した場合
　 は、クレームの対象とします。また、この場合のクレーム申立てにかかる費用（見積もり費用等）については、落
　 札者負担とします。
20　 非クレーム対象の車両であっても、セールスポイント等、出品者による出品票の記載事項に相違がある場合
　 には、クレームの対象とします。

  第６条（事実の確認）

１　　クレーム等の処理を公正に行うために、アライＡＡは、事実の確認を所定の方法で行います。
２　　確認の方法として、以下の手段をとります。
（１）　　アライＡＡの検査員による出張確認。
（２）　　アライＡＡの代理人による出張確認。
（３）　　アライＡＡの会場へ車両を一旦引き取って確認。
（４）　　その他販売ディーラー等による確認。
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３　 　アライＡＡが、事実の確認に要した費用は、クレーム等が事実であった場合は出品者負担とし、事実でなか
　　った場合は落札者負担とします。

  第７条（クレーム処理細則）

　 クレーム処理に関する細目については、別途細則として定めます。
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低価格車 一般車 修復車 輸入車 外部落札 商談

①傷、破れ、汚れ、穴、雨漏り、割れ等

②悪臭、異臭 ― 当日 ― ― ＊ ―

③ｼｰﾄｶﾊﾞｰ、ｽﾃｯｶｰ等で目視不可能な場合― 当日 ― 当日 ＊ ―

④標準部品の欠品・外品（ﾍｯﾄﾞﾚｽﾄ等安易に着脱 部品支給を基本とし値引きの場合は相応

可能なもの） 額とする      

⑤標準部品の欠品・外品（ﾈｼﾞ止め等固定装備 左記事項は重要保安部品を除く 

されたもの）

⑥ｼﾞｬｯｷ、工具、ｽﾍﾟｱﾀｲﾔ欠品 ― 当日 当日 当日 ＊ ―

②ｽﾃｯｶｰ、ﾃｰﾌﾟ類等で目視困難な場合 ― 当日 ― 当日 ＊ ―

③ｶﾞﾗｽ類の割れ、ﾘﾍﾟｱ跡、ﾚﾝｽﾞ類の割れ― 当日 ― 当日 ＊ ―

④色替、後塗りﾂｰﾄﾝ ― ４日 ― ― ４日 ― 原則4点以上に限る

⑤ﾀｲﾔ違い、ｽﾀｯﾄﾞﾚｽ、社外ｱﾙﾐ ― 当日 ― 当日 ＊ ― ﾛｯｸﾅｯﾄについてはﾉｰｸﾚｰﾑとする

⑥標準部品の欠品、外品、改造等（ﾊﾞﾝﾊﾟｰ等）― ４日 ― ― ４日 ― 目視で確認できる場合は除く。

⑦後期仕様の改造（同年ﾏｲﾅｰﾁｪﾝｼﾞ前後を対 書類発送後 書類発送後

象） １０日 １０日

⑧ひょう害、薬害車等 ― ４日 ― ４日 ４日 ― 原則4点以上に限る

①ﾓｰﾀｰ類（PW、Pｼｰﾄ、格納ﾐﾗｰ、ﾜｲﾊﾟｰ類）の 新車登録より5年未満及び走行10万ｷﾛ

不良 未満

②ﾏﾙﾁ、AVの不良 ― ４日 ― ― ４日 ―

③ACｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ、ﾀﾞｲﾅﾓ、ｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀｰ、ｾﾙﾓｰﾀｰ

の不良

④ｻﾝﾙｰﾌ不良 ― ４日 ― ４日 ４日 ―

⑤ﾒｰﾀｰ類の不良　 ― ４日 ― ― ４日 ―

⑥ｵﾄﾞﾒｰﾀｰの不良 ﾉｰﾍﾟﾅｷｬﾝｾﾙ(ﾒｰﾀｰ改ざん・走行不明

はﾉｰｸﾚｰﾑ）

①修復の発覚 ７日 ７日 ― ７日 ７日 ７日

②ｽﾎﾟｯﾄ溶接交換車で修復車でないもの ｷｬﾝｾﾙを基本とし値引き上限は車両価格

の10%までとします(但し、評価点4点以上

のものに限る）

①ｴﾝｼﾞﾝ内部の不良　 新車登録より10年未満及び走行10万

ｷﾛ未満（但し、搬出不能の場合はこの

限りではない）ｵｰﾊﾞｰﾋｰﾄ跡、白煙、

黒煙、異音、記載有りは除く｡ 但し､

低価格車の場合、圧縮不足、ﾍｯドｶﾞｽ

ｹｯ ﾄ抜け、ﾒﾀﾙ系不良、焼きつき不良

のみ対応

②ｶﾞｽｹｯﾄ類・ｵｲﾙｼｰﾙ類からのｵｲﾙ漏れ、 新車登録より6年未満及び走行10万ｷﾛ

水漏れ　 未満。但し、ｸﾗﾝｸｼｰﾙ系のみ対応　

③ｴﾝｼﾞﾝ回りの改造申告がある車の不具合 圧縮不足、ﾒﾀﾙ系不良、焼き付き不良

のみ対応

④ﾀｰﾎﾞ、ｽｰﾊﾟｰﾁｬｰｼﾞｬｰ等の過給器系不良、 新車登録より10年未満及び走行10万

ﾊﾞﾙﾌﾞｼｰﾙ不良による白煙 ｷﾛ未満。白煙、ｴﾝｼﾞﾝ異音等不具合

記載は除く　

⑤噴射ﾎﾟﾝﾌ不良、燃料漏れ ― ４日 ４日 ４日 ４日 ― 新車登録より6年未満及び走行10万ｷﾛ

⑥ﾗｼﾞｴｰﾀｰ不良交換要すもの ― ４日 ― ４日 ４日 ― 未満

⑦ﾀｲﾐﾝｸﾞﾍﾞﾙﾄ切れ 当日 当日 当日 当日

搬出前 搬出前 搬出前 搬出前

⑧ｴﾝｼﾞﾝ規格外品の乗せ換え ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ20,000円＋実費

⑨機関系ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ不良、又は社外 新車登録より6年未満及び走行10万ｷﾛ

未満。部品支給または部品代の70%

相当の値引き　

⑩ﾀｰﾎﾞ、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ等の改造、社外 ― ４日 ４日 ４日 ４日 ― 原則部品支給とする

⑪ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ　ｼｽﾃﾑ 新車登録より10年未満及び走行10万ｷﾛ

未満

クレーム内容 備　　考

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

４日

＊

４日

＊

４日

４日
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４日

４日

＊
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４日

―

―

４日

４日

４日

４日

４日

４日

４日

４日

４日

―

―

―

―

―

―

４日

４日

４日

４日

―

―

４日
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４日
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４日

４日

４日

４日

４日

４日

４日

４日

―

４日
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―
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内
　
　
装

外
　
　
装

電
　
　
装

修
　
復

機
　
　
関

軽自動車・小型自動車・普通自動車   クレーム処理細目
ｸﾚｰﾑ対象の有無＆申立期間

―

①ﾊﾟﾈﾙ、ﾊﾞﾝﾊﾟｰ、凸凹、割れ、錆、腐食、変色 ―

３０日

＊搬出期限内における車両搬出前           
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低価格車 一般車 修復車 輸入車 外部落札 商談

①ｸﾗｯﾁ滑り（M/T） 値引き不成立の場合はキャンセル対応

　　　　　　　　　　　ＦＦ　　　　　　ＦＲ　　　　4ＷＤ　

軽自動車　　　15,000円　　　10,000円　　　30,000円

普通車　　　　20,000円　　　15,000円　　　40,000円

強化クラッチの場合

申告がある場合⇒通常金額

申告がない場合⇒通常金額の倍額

②A/T滑り、変速ｼｮｯｸ、ﾀｲﾑﾗｸﾞ、ﾐｯｼｮﾝｹｰｽ等の 新車登録より10年未満及び走行15万ｷﾛ

不良、M/T不良、ﾃﾞﾌ不良 未満（但し、搬出不能な場合は、この限

りではない）。

出品票に不具合記載のあるものは除く

（但し、低価格車の場合、変速不良のみ　

対応）

③ﾐｯｼｮﾝ乗せ換え（AT→M/T）及び規格外等 ｷｬﾝｾﾙﾍﾟﾅﾙﾃｨ20,000円＋実費

明記無き場合

④機構系ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰの不良 新車登録より6年未満及び走行10万ｷﾛ

未満 。部品支給または部品代の70%

相当の値引き　

⑤ﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｬﾌﾄ、ﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄの不良 新車登録より6年未満及び走行10万ｷﾛ

未満、値引きの場合上限20,000円/本　　

⑥ﾐｯｼｮﾝのｵｲﾙ漏れ 新車登録より6年未満及び走行10万ｷﾛ

未満。但し、ﾌﾛﾝﾄｼｰﾙのみ対応　　

⑦ﾌﾞﾚｰｷ系の不良、ABS等の不良 新車登録より6年未満及び走行10万ｷﾛ

未満。但し、ﾛｰﾀｰ、ﾌﾞﾚｰｷﾊﾟｯﾄﾞは除く　　

⑧PSｷﾞｱBOX、ﾎﾟﾝﾌﾟ等の不良 ― ４日 ― ４日 ４日 ― 新車登録より6年未満及び走行10万ｷﾛ

⑨特殊ｻｽ・ｼｮｯｸの不良 ― ４日 ― ４日 ４日 ― 未満

⑩ｼｮｯｸ、ｻｽ、足回りの改造・外品 ― ４日 ― ４日 ４日 ―

⑪ﾏﾌﾗｰ及び触媒の改造欠品、車検対応ﾏﾌﾗｰ 部品支給または部品代の70%相当の

の申告があっても証明出来ない 値引き。証明は書類発送10日とする

⑫特殊ﾏﾌﾗｰ　・　低減ﾏﾌﾗｰ ― ４日 ― ４日 ４日 ― 新車登録より6年未満及び走行10万ｷﾛ未満

⑬ｴｱﾊﾞｯｸﾞの欠品、不良

①車名、型式、排気量の書き間違い ｷｬﾝｾﾙ時ﾉｰﾍﾟﾅﾙﾃｨとします

②4WD・2WDの書き間違い、燃料の書き間違い 原則としてｷｬﾝｾﾙ対応、

ｷｬﾝｾﾙ時ﾉｰﾍﾟﾅﾙﾃｨとします

③AC、PS、ﾀｰﾎﾞ、PW、ＳＲ、TV有→無、社外 同名、同型車種に設定無いものは誤記

入扱いとし、値引き1万円を基本とします

④ﾐｯｼｮﾝ表記違い ４日 ４日 ４日 ４日 ４日 ―

⑤AAC→AC、WAC→ACの書き間違い ４日 ４日 ４日 ４日 ４日 ―

⑥純正と外品の有無及び書き間違い （③項に

あてはまらないもの）

⑦ﾄﾞｱ枚数 ・ 形状の書き間違い ４日 ４日 ４日 ４日 ４日 ―

⑧ｸﾞﾚｰﾄﾞの書き間違い ｷｬﾝｾﾙ時ﾉｰﾍﾟﾅﾙﾃｨ＋実費とします

⑨ﾓﾃﾞﾙ年式の書き間違い、外車のﾃﾞｨｰﾗｰ車＆ ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ30,000円＋実費

並行車の書き間違い

⑩車検期限の書き間違い （軽）3,000円/1ヶ月、（普）5,000円/1ヶ

月。6ヶ月以上はｷｬﾝｾﾙ対象。ｷｬﾝｾﾙ時、

（軽）15,000円＋実費・（普）30,000円＋

実費｡但し、新車登録より6ヶ月未満に

ついては現車にて確認ができない場合、

（軽）・（普 ）共に10,000円/1ヶ月　　　

⑪車検証形状の書き間違い ｷｬﾝｾﾙ時ﾉｰﾍﾟﾅﾙﾃｨとします

⑫車歴の書き間違い（ﾘｰｽ車は除く） ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ30,000円＋実費

（改造車についてはﾉｰﾍﾟﾅﾙﾃｨ）

⑬年式・月（国内初年度登録）の書き間違い　 ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ30,000円＋実費。

但し、年式が新しい場合及び月違いの

ｷｬﾝｾﾙ時はﾉｰﾍﾟﾅﾙﾃｨ+実費

４日

４日

＊搬出期限内における車両搬出前           

―

書類発送後１０日

書類発送後１０日

書類発送後１０日

書類発送後１０日

―

４日

４日

４日

―

―

４日

搬出前

４日

４日

４日

４日

４日

４日

当日
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４日

４日

４日

４日

―

４日

―

４日

４日
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―

―
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４日

４日

４日

４日
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４日
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―
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―
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ｸﾚｰﾑ対象の有無＆申立期間

４日

書類発送後１０日

書類発送後１０日

書類発送後１０日

４日

４日

４日

４日

４日

４日

４日

―

―

―

４日

書類発送後１０日

クレーム内容 備　　考



低価格車 一般車 修復車 輸入車 外部落札 商談

⑭乗車定員の書き間違い ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ30,000円＋実費

⑮ﾄﾗｯｸ積載量の書き間違い

⑯保証書　有→無（車内に有りは無しと判断） ｷｬﾝｾル時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ30,000円＋実費。

値引きの場合は新車から当年～1年未満

50,000円、1年以上～2年未満40,000円、

2年以上～3年未満30,000円、3年以上

～4年未満20,000円、4年以上は

10,000円。＊保証期間内のものは値引

きあるいはｷｬﾝｾﾙ対応とする。期限切れ

は値引き対応　

⑰記録簿　有→無（車内に有りは無しと判断） ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ20,000円＋実費。

値引きの場合20,000円

⑱特殊燃料証明書　有→無（車内に有りは ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ30,000円＋実費。

無しと判断）

⑲上物証明書類　有→無（車内に有りは

無しと判断）

⑳走行ﾒｰﾀｰﾀﾞｳﾝ ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ50,000円＋実費。

他会場との重複ﾍﾟﾅﾙﾃｨは認めません

㉑書類による走行ﾒｰﾀｰﾀﾞｳﾝの発覚 ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ50,000円+実費（但し、

書類発送後11日以上30日以内は

ﾍﾟﾅﾙﾃｨ50,000円+陸送費）

※【書類とは】

車両取引に関して授受される全ての書類

（車両に付随している目視確認できるもの

を含む。但しｽﾃｯｶｰ類は除きます）。

㉒走行距離と車検証記載距離の相違 訂正不可であった場合、ｷｬﾝｾﾙﾍﾟﾅﾙﾃｨ

50,000円＋実費（但し、書類発送後11日

以上30日以内はﾍﾟﾅﾙﾃｨ50,000円＋

陸送費）名義変更後はｸﾚｰﾑ対象外と

なります

㉓ﾒｰﾀｰ交換歴の発覚 ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ50,000円＋実費

（証明書類にて実走行の証明出来るもの）

（但し、書類発送後11日以上30日以内

は、ﾍﾟﾅﾙﾃｨ50,000円＋陸送費）

㉔走行距離の書き間違い 原則としてｷｬﾝｾﾙ対応とします。但し

1,000km以上の書き間違いを対象と

します

㉕ﾜﾝｵｰﾅｰ表記の書き間違い ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ30,000円+実費

㉖低床・高床、ｼﾝｸﾞﾙ・ﾀﾞﾌﾞﾙﾀｲﾔ等の書き ﾉｰﾍﾟﾅｷｬﾝｾﾙもあります

間違い （但し、記入無き場合は、ﾉｰｸﾚｰﾑとし、

悪質なものは　ｱﾗｲAA判断とします）

㉗車体色の書き間違い ｷｬﾝｾﾙ時ﾉｰﾍﾟﾅﾙﾃｨ　但し、適合ｶﾗｰNo．

の記入のある場合はｸﾚｰﾑ対象外。

　悪質なものはｱﾗｲＡＡ判断とします。

①接合車（ﾆｺｲﾁ） ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ50,000円＋実費。

出品不可。但し法的に問題あれば

積極的に協力します　　

②冠水車、災害車、消化粉末剤散布車 ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ50,000円＋実費　　

③職権打刻車　

④車体NO．が不鮮明なもの

⑤ﾚｽｵﾌﾟｼｮﾝ ４日 ４日 ４日 ４日 ４日 ― ｷｬﾝｾﾙ時ﾉｰﾍﾟﾅﾙﾃｨ

⑥登録遅れ 書類発送後 書類発送後 書類発送後 書類発送後 新車登録3年未満のｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ

１０日 １０日 １０日 １０日 30,000円

⑦差し押さえ、抵当権設定車、盗難車、 ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ100,000円＋

犯罪関与車 全諸経費

備　　考

―

―

―

－

７日

４日

―

９０日

無期限

書類発送後１０日

書類発送後１０日

書類発送後１０日

書類発送後１０日

１８０日

書類発送後30日

書類発送後３０日

書類発送後３０日

７日

４日

＊

７日

４日

当日

７日

４日

―

７日

４日

―

－

誤
　
記
　
入

そ
　
の
　
他

軽自動車・小型自動車・普通自動車   クレーム処理細目
ｸﾚｰﾑ対象の有無＆申立期間

書類発送後１０日

書類発送後１０日

書類発送後１０日

９０日

書類発送後１０日

３０日

＊搬出期限内における車両搬出前           

－38－

クレーム内容



低価格車 一般車 修復車 輸入車 外部落札 商談

⑧ﾅﾝﾊﾞｰ付で成約されたにもかかわらず、抹消 ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ20,000円＋実費　

済であった場合

⑨再検査による評価点1.5以上の誤差 ― ４日 ― ４日 ４日 ― 但し評価点4点以上に限る。

⑩「寸法」（諸元）について、車検証の記載内容 基本として車検取得時において、弊害

と現車が違う場合 があると認められたもの（例：4ﾅﾝﾊﾞｰ

⇒1ﾅﾝﾊﾞｰ）。但し、同一ﾅﾝﾊﾞｰ内では

対象外といたします。

⑪「積載量」（諸元）について、車検証の記載 基本として車検取得時において、弊害

内容と現車が違う場合 があると認められたもの。但し、相違幅

が記載されている内容と30％以内は

対象外といたします

⑫構造変更を必要とし申告が無い場合 基本として車検取得時において弊害

があると認められたもの

⑬福祉車両の福祉装置

クレーム内容 備　　考

新車登録より１０年未満及び走行10万ｷﾛ未満

書類発送後１０日

書類発送後１０日

書類発送後３０日

書類発送後１０日

― ４日 ―４日 ４日 ４日

そ
　
の
　
他

軽自動車・小型自動車・普通自動車   クレーム処理細目
ｸﾚｰﾑ対象の有無＆申立期間

＊搬出期限内における車両搬出前           
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＊この細目事項はアライオートオークショングループへ出品された車両区分『中型Ⅰ』
　 以上の車両を対象としたものです。

トラック専用　クレーム処理細目

第十一章の〔Ⅱ〕　第７条(クレーム処理細則）

－40－



５日 ５日 ５日 ― ５日 ― 板金不良及び大きな修理を要するもの

②標準部品の欠品、外品 中古車という概念により状況に応じた

処理（基本は現品支給）

③ｼﾞｬｯｷ、工具、ｽﾍﾟｱﾀｲﾔ欠品　 ｼﾞｬｯｷ 中Ⅰ・中Ⅱ　5,000円、

大型・特大  10,000円   

ﾊﾞｰ・ｸﾘｯﾌﾟﾚﾝﾁ　3,000円  

ｽﾍﾟｱ　中Ⅰ　7,000円、中Ⅱ 12,000円、 

大型・特大　20,000円

①ｶﾞﾗｽ類の割れ、ﾘﾍﾟｱ跡、ﾚﾝｽﾞ類の割れ                                                                                                                                  の割れ当日 当日 当日 ― ５日 ―

②ﾀｲﾔ違い、ｽﾀｯﾄﾞﾚｽ 部品支給または値引き

1本　中Ⅰ・中Ⅱ　5,000円、

大型・特大　10,000円

③後期仕様の改造（一部変更も含む）同年ﾏｲﾅｰ

ﾁｪﾝｼﾞ前後を対象とする

①ﾓｰﾀｰ類（PW、格納ﾐﾗｰ、ﾜｲﾊﾟｰ類）の不良 新車登録より3年未満及び走行10万ｷﾛ

未満

②ACｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ、ｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀｰの不良 　 新車登録より7年未満及び走行10万ｷﾛ

未満 (中Ⅰ：10万ｷﾛ以上20万ｷﾛ未満一

律20,000円）（中Ⅱ：10万ｷﾛ以上50万ｷﾛ

未満一律20,000円）（大型・特大：10万ｷﾛ

③ﾀﾞｲﾅﾓ、ｾﾙﾓｰﾀｰ、ｷｬﾌﾞﾁﾙﾄﾓｰﾀｰの不良 　５日 ５日 ５日 ― ５日 ― 以上80万ｷﾛ未満一律20,000円）

④ﾒｰﾀｰ類の不良 新車登録より5年未満及び部品代

30,000円以上のもの

⑤ｵﾄﾞﾒｰﾀｰ類の不良 ﾉｰﾍﾟﾅｷｬﾝｾﾙ（ﾒｰﾀｰ改ざん・走行不明

はﾉｰｸﾚｰﾑ）

⑥AC不良（ﾊﾞｽ） 新車登録より7年未満

中Ⅱ：20万ｷﾛ未満（20万ｷﾛ以上50万ｷﾛ

未満一律30,000円）大型・特大：30万ｷﾛ

未満（30万ｷﾛ以上80万ｷﾛ未満一律

60,000円）

①修復歴の発覚 ７日 ７日 ７日 ― ７日 ７日 評価点１点の場合は除く

②ｷｬﾋﾞﾝ交換 ７日 ７日 ７日 ７日 ７日 ７日

③再検査による評価点1.5以上の誤差 ５日 ５日 ５日 ― ５日 ５日

④フレーム・クロスメンバーの亀裂・腐食穴 ５日 ５日 ５日 ５日 ５日 ５日 評価点　2点・1点・R1点・R2点は除く

①ｴﾝｼﾞﾝ内部の不良（ﾒﾀﾙ・ﾋﾟｽﾄﾝ・圧縮） 新車登録より12年未満（走行10万ｷﾛ以上

でのＥ/Gﾊﾞﾙﾌﾞｼｰﾙによる白煙はノーク

レーム）

②ｴﾝｼﾞﾝﾍｯﾄﾞ・ｶﾞｽｹｯﾄ抜け 新車登録より12年未満

中Ⅰ：10万ｷﾛ未満（10万ｷﾛ以上20万ｷﾛ

未満一律30,000円）中Ⅱ：20万ｷﾛ未満

（20万ｷﾛ以上50万ｷﾛ未満一律30,000円　

※V型ﾌﾟﾗｽ20,000円）大型・特大20万

ｷﾛ未満（20万ｷﾛ以上80万ｷﾛ未満一律

30,000円※V型ﾌﾟﾗｽ20,000円）

③ｴﾝｼﾞﾝ前後ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄ、ｵｲﾙｼｰﾙ不良 新車登録より12年未満

中Ⅰ 10万ｷﾛ未満まで、

中Ⅱ・大型・特大 20万ｷﾛ未満まで　　

④過給器系の不良 新車登録より12年未満

中Ⅰ：10万ｷﾛ未満（10万ｷﾛ以上20万ｷﾛ

未満一律15,000円）中Ⅱ：20万ｷﾛ未満（2

0万ｷﾛ以上50万ｷﾛ未満一律60,000円）

大型・特大：20万ｷﾛ未満（20万ｷﾛ以上80

万ｷﾛ未満一律60,000円）

クレーム内容 備　考中Ⅰ

―

―

５日

外部落札

５日

商談

―

―

―

―

―

―

―

―

―

５日

５日

５日

当日

―

―

―

―

―

―

５日

５日

５日

＊

５日

５日

５日

５日５日

５日

５日

当日

５日

５日

５日

当日

当日

修復車

―

―

５日

５日

５日

５日

５日 ―

大型・特大

当日

当日

当日

トラック専用　クレーム処理細目　　　　
クレーム対象の有無＆申立期間

中Ⅱ

当日

当日

当日

５日

当日

５日

５日

５日

５日

５日

５日

５日

５日

①雨漏り等

＊搬出期限内における車両搬出前           

－41－

内
　
装

外
　
装

電
　
　
装

修
復

機
　
　
関

当日

当日

５日

５日

５日

５日

５日

５日

５日



⑤噴射ﾎﾟﾝﾌﾟ不良、燃料漏れ（ﾉｽﾞﾙ含む） 新車登録より12年未満

 　 中Ⅰ：10万ｷﾛ未満（10万ｷﾛ以上20万ｷﾛ

未満一律30,000円）中Ⅱ：20万ｷﾛ未満（2

0万ｷﾛ以上50万ｷﾛ未満一律60,000円）

大型・特大：20万ｷﾛ未満（20万ｷﾛ以上80

万ｷﾛ未満一律60,000円）

⑥ﾗｼﾞｴﾀｰ、ｳｵｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ、ｵｲﾙｸｰﾗｰ不良 新車登録より12年未満

（※搬出前に限り原則ｷｬﾝｾﾙ対応）　

中Ⅰ：10万ｷﾛ未満（10万ｷﾛ以上20万ｷﾛ

未満一律10,000円）中Ⅱ：20万ｷﾛ未満（2

0万ｷﾛ以上50万ｷﾛ未満一律20,000円）

大型・特大：20万ｷﾛ未満（20万ｷﾛ以上80

万ｷﾛ未満一律20,000円）

⑦ﾏｳﾝﾄﾌﾞｯｼｭ類の不良  ｸﾚｰﾑになる場合があります

（ｱﾗｲAA判断）

⑧ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ不良 ５日 ５日 ５日 ― ５日 ― 新車登録より12年未満

⑨ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ　ｼｽﾃﾑ ５日 ５日 ５日 ５日 ５日 ― 新車登録より12年未満

①特殊ﾏﾌﾗｰ・低減ﾏﾌﾗｰ等の不良 新車登録より3年未満及び走行10万ｷﾛ

未満（搬出不能と判断される場合に限る）

②ｸﾗｯﾁ滑り（M/T） 新車登録より12年未満

原則ｷｬﾝｾﾙ対応（※搬出後はﾉｰｸﾚｰﾑ）

中Ⅰ：10万ｷﾛ未満（10万ｷﾛ以上20万ｷﾛ

未満、上限30,000円）中Ⅱ：20万ｷﾛ未満

（20万ｷﾛ以上50万ｷﾛ未満、上限60,000

円）大型・特大：20万ｷﾛ未満（20万ｷﾛ以

80万ｷﾛ未満、上限85,000円）

③ｸﾗｯﾁﾌﾞｰｽﾀｰ ― ― ― ― ― ―

④M/T不良（トクSを含む） 新車登録より12年未満（ｵｲﾙ漏れはﾉｰｸ

ﾚｰﾑ、修復車・商談落札車は停止状態で

確認可能な場合も、ﾉｰｸﾚｰﾑ）

ｼﾝｸﾛ・ｶｳﾝﾀｰB/G不良の場合、

中Ⅰ：10万ｷﾛ未満（10万ｷﾛ以上20万ｷﾛ

未満、上限30,000円、20万ｷﾛ以上はﾉｰｸ

ﾚｰﾑ）中Ⅱ・大型・特大：20万ｷﾛ未満（20

万ｷﾛ以上40万ｷﾛ未満、上限60,000円、

40万ｷﾛ以上はﾉｰｸﾚｰﾑ）

⑤A/T滑り、変速ｼｮｯｸ、ﾀｲﾑﾗｸﾞ等の不良 新車登録より12年未満（ｵｲﾙ漏れはﾉｰｸ

ﾚｰﾑ、修復車・商談落札車は停止状態で

確認可能な場合も、ﾉｰｸﾚｰﾑ）

中1：10万ｷﾛ未満　中Ⅱ・大型・特大：20

万ｷﾛ未満

⑥ﾃﾞﾌ不良　 新車登録より12年未満（ｵｲﾙ漏れはﾉｰｸ

ﾚｰﾑ、修復車・商談落札車は停止状態で

確認可能な場合も、ﾉｰｸﾚｰﾑ）

中1：10万ｷﾛ未満　中Ⅱ・大型・特大：20

万ｷﾛ未満

⑦ﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｬﾌﾄ、ﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄの不良 新車登録より12年未満

中Ⅰ：10万ｷﾛ未満（10万ｷﾛ以上20万ｷﾛ

未満、1本につき15,000円）中Ⅱ：20万ｷ

ﾛ未満（20万ｷﾛ以上50万ｷﾛ未満、1本に

つき15,000円）大型・特大：20万ｷﾛ未満

（20万ｷﾛ以上80万ｷﾛ未満1本につき

15,000円）

クレーム内容 備　考

５日

５日

５日

５日

―

５日

５日

外部落札

５日

５日

５日

５日

―

修復車

―

大型・特大

５日

５日

５日

商談

―

―

―

当日５日

中Ⅱ

５日

５日

５日

５日

トラック専用　クレーム処理細目　　　　
クレーム対象の有無＆申立期間

＊搬出期限内における車両搬出前     
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５日

５日

５日

５日



⑧ﾌﾞﾚｰｷ系の不良（ﾃﾞｨｽｸﾊﾟｯﾄ、ﾃﾞｨｽｸﾛｰﾀｰ 新車登録より12年未満

は除く）、ｴｱｰﾏｽﾀｰ、ﾊｲﾄﾞﾛﾏｽﾀｰ、自動ｻｲﾄﾞ 中Ⅰ：10万ｷﾛ未満（10万ｷﾛ以上15万ｷﾛ

ﾌﾞﾚｰｷ、ABS不良 未満10,000円、15万ｷﾛ以上はﾉｰｸﾚｰﾑ）

中Ⅱ・大型・特大：20万ｷﾛ未満（20万ｷﾛ

以上30万ｷﾛ未満25,000、30万ｷﾛ以上

はﾉｰｸﾚｰﾑ）

⑨PTO不良 ５日 ５日 ５日 ５日 ５日 ― 新車登録より12年未満

⑩F・Rｱｸｽﾙ不良（ﾄﾗﾆｵﾝ関係及びｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ）５日 ５日 ５日 ― ５日 ― 新車登録より12年未満

⑪PS不良（ﾎﾞｯｸｽ、ﾎﾟﾝﾌﾟ、4WS含む） 新車登録より12年未満、走行10万ｷﾛ未満

※ＰＳ/ＢＯＸの場合

中Ⅰ：10万ｷﾛ以上20万ｷﾛ未満30,000円

中Ⅱ：10万ｷﾛ以上50万ｷﾛ未満60,000円　

大型・特大：10万ｷﾛ以上80万ｷﾛ未満

　60,000円

※ＰＳ/ポンプの場合

中Ⅰ：10万ｷﾛ以上20万ｷﾛ未満15,000円

中Ⅱ：10万ｷﾛ以上50万ｷﾛ未満30,000円

大型・特大：10万ｷﾛ以上80万ｷﾛ未満

　30,000円

⑫ｴｱｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ（ﾊﾞｷｭｰﾑ含む） 新車登録より12年未満、走行10万ｷﾛ未満

中Ⅰ：10万ｷﾛ以上20万ｷﾛ未満20,000円

中Ⅱ：10万ｷﾛ以上50万ｷﾛ未満40,000円

大型・特大：10万ｷﾛ以上80万ｷﾛ未満

　　40,000円

⑬ｴｱｻｽ不良（ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ含む） 新車登録より10年未満。ｺﾞﾑ部品等に

関しては、新車登録より3年未満

①年式・月（国内初年度登録）の書き間違い ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ30,000円＋実費、

但し、年式が新しい場合および月違い

のｷｬﾝｾﾙ時は、ﾉｰﾍﾟﾅｷｬﾝｾﾙ＋実費

②車名、型式、排気量の書き間違い 原則としてｷｬﾝｾﾙ対応、ｷｬﾝｾﾙ時

③4WD・2WDの書き間違い、燃料の書き間違い５日 ５日 ５日 ５日 ５日 ― ﾉｰﾍﾟﾅﾙﾃｨ

④ﾐｯｼｮﾝの機構表示違い（段数） ｷｬﾝｾﾙ時ﾉｰﾍﾟﾅﾙﾃｨ、

LOW・HIGH機能付き、特殊ﾐｯｼｮﾝ車

（M/Tｸﾗｯﾁﾚｽ車等、未記入）

⑤ACの書き間違い ５日 ５日 ５日 ５日 ５日 ―

⑥ｾｰﾙｽﾎﾟｲﾝﾄの書き間違い（有・無） ５日 ５日 ５日 ５日 ５日 ５日

⑦ﾄﾞｱ枚数 ・ 形状の書き間違い（上物含む） ５日 ５日 ５日 ５日 ５日 ― ｷｬﾝｾﾙ時はﾉｰﾍﾟﾅｷｬﾝｾﾙとします

⑧ｸﾞﾚｰﾄﾞの書き間違い ｷｬﾝｾﾙ時はﾉｰﾍﾟﾅﾙﾃｨ+実費

⑨車検期限の書き間違い 3ヶ月以上はｷｬﾝｾﾙ対象とします。

ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ30,000円＋実費、

値引きの場合、中Ⅰ　1ヶ月　6,000円、

中Ⅱ　1ヶ月　8,000円、

大型・特大　1ヶ月　12,000円

⑩車検証形状の書き間違い ｷｬﾝｾﾙ時はﾉｰﾍﾟﾅｷｬﾝｾﾙとします

⑪車歴の書き間違い（営業車・ﾚﾝﾀｶｰを除く）

⑫乗車定員の書き間違い ｷｬﾝｾﾙ時はﾉｰﾍﾟﾅｷｬﾝｾﾙとします

⑬ﾄﾗｯｸ積載量の書き間違い

⑭保証書 有→無（車内に有りは無しと判断） ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ30,000円+実費、

値引きの場合は新車から当年～１年未満

50,000円、1年以上～2年未満40,000円、

2年以上～3年未満30,000円、3年以上～ 

4年未満20,000円、4年以上は１0,000円

＊保証期間内のものは値引きあるいは

　　ｷｬﾝｾﾙ対応とする。期限切れは

　　値引き対応

クレーム内容 備　考

ｷｬﾝｾﾙ時はﾉｰﾍﾟﾅｷｬﾝｾﾙとします

書類発送後１０日

書類発送後１０日

書類発送後１０日

５日

５日

５日

５日

５日

―

―

―

―

―

外部落札修復車

クレーム対象の有無＆申立期間

書類発送後１０日

書類発送後１０日

書類発送後１０日

―

書類発送後１０日

書類発送後１０日

―

―

―

―

５日

５日

５日

商談大型・特大

５日

５日

５日

５日

５日

５日

５日

５日

５日

５日

５日

５日 ５日

トラック専用　クレーム処理細目　　　

中Ⅱ

＊搬出期限内における車両搬出前           
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⑮記録簿等 有→無（車内に有りは無しと判断）                                                                                                                                         （車内に有りは無しと判断）ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ20,000円+実費、

値引きの場合は20,000円とする

⑯特殊燃料証明　有→無（社内に有りは無しと ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ30,000円＋実費

判断）

⑰上物証明書類　有→無（社内に有りは無しと

判断）

⑱走行ﾒｰﾀｰﾀﾞｳﾝ ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ50,000円＋実費、

他会場との重複ﾍﾟﾅﾙﾃｨは認めません

⑲書類による走行ﾒｰﾀｰﾀﾞｳﾝの発覚 ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ50,000円+実費

　　 （但し、書類発送後11日以上30日

　以内はﾍﾟﾅﾙﾃｨ50,000円+陸送費）

※【書類とは】

車両取引に関して授受される書類全て

（車両に付随している目視確認できる

　ものを含む。但しｽﾃｯｶｰ類は除きます）

⑳ﾀｺｸﾞﾗﾌﾒｰﾀｰ装着車の記載漏れ 原則としてｷｬﾝｾﾙ対応、

　　 ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ30,000円＋実費

㉑ 走行距離と車検証記載距離の相違 訂正不可であった場合、ｷｬﾝｾﾙ時

　　 ﾍﾟﾅﾙﾃｨ50,000円+実費、但し、書類発送

後11日以上30日以内はﾍﾟﾅﾙﾃｨ

50,000円+陸送費。名義変更後はｸﾚｰﾑ

対象外となります

㉒ ﾒｰﾀｰ交換歴の発覚 ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ50,000円+実費

（証明書類にて実走行の証明ができる

　もの）、但し、書類発送後11日以上30日

以内はﾍﾟﾅﾙﾃｨ50,000円+陸送費

㉓ 走行距離の書き間違い 原則ｷｬﾝｾﾙ対応、但し、1,000ｷﾛ以上

の書き間違いを対象とします

㉔ 型式に「改」表示なし ｷｬﾝｾﾙ時はﾉｰﾍﾟﾅｷｬﾝｾﾙとします

㉕ ＰＭ・ＮＯＸの申告違い 未記入は不適合とみなします

㉖ 低床・高床、ｼﾝｸﾞﾙ・ﾀﾞﾌﾞﾙﾀｲﾔ等の書き間違い ﾉｰﾍﾟﾅｷｬﾝｾﾙもあります（但し、記入無き

場合は、ﾉｰｸﾚｰﾑとし、悪質なものはｱﾗｲ

AA判断とします）

①差押え、抵当権設定車、盗難車、犯罪関与車 ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ100,000円＋全諸経費

②接合車（ﾆｺｲﾁ） 　 ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ50,000円＋実費

③冠水車・災害車・消化粉末剤散布車

④車台No．が不鮮明なもの

⑤登録遅れ　　　　　　　　　　　　　　　　 新車登録3年未満のｷｬﾝｾﾙﾍﾟﾅﾙﾃｨ

30,000円＋実費

⑥ﾅﾝﾊﾞｰ付で成約したにもかかわらず、抹消済で ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ30,000円＋実費

あった場合

⑦「寸法」（諸元）について、車検証の記載内容と 基本として車検取得時において、弊害が

現車が違う場合 あると認められたもの（例：4ﾅﾝﾊﾞｰ⇒

1ﾅﾝﾊﾞｰ）。但し、同一ﾅﾝﾊﾞｰ内では

対象外といたします。

⑧「積載量」（諸元）について、車検証の記載 基本として車検取得時において、弊害が

内容と現車が違う場合 あると認められたもの。但し、相違幅が

記載されている内容と30％以内は対象

外といたします。

⑨「保安基準」に関する緩和事項の申告漏れ

（速度抑制装置等）

⑩「保安基準」適合装置の欠品（速度抑制装置等） 車検証に装置装着の記載がある場合に

限る

⑪構造変更を必要とし申告が無い場合 基本として車検取得時において弊害が

あると認められたもの

書類発送後10日

書類発送後１０日

書類発送後１０日

書類発送後１０日

書類発送後１０日

１８０日

書類発送後30日

クレーム内容 備　考

書類発送後３０日

書類発送後３０日

外部落札

7日

７日

商談

7日

―

―

―

７日

５日 ５日

―

修復車

7日

大型・特大中Ⅱ

7日

７日

５日

７日

中Ⅰ

7日

７日

５日

トラック専用　クレーム処理細目　　　　
クレーム対象の有無＆申立期間

書類発送後１０日

書類発送後１０日

無　制　限

９０日

９０日

３０日

＊搬出期限内における車両搬出前           
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書類発送後30日

書類発送後30日

書類発送後１０日

書類発送後１０日

書類発送後３０日

５日



⑫ｴﾝｼﾞﾝ規格外品の乗せ換え ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ30,000円＋実費

⑬ﾐｯｼｮﾝ乗せ換え（AT→MT）及び規格外等 ｷｬﾝｾﾙ時ﾍﾟﾅﾙﾃｨ30,000円＋実費

　明記無き場合 　

⑬福祉車両の福祉装置

＊上物機能の状態については、正常に作動することが基本であり、正常に作動しないものについてはクレーム
　  になることがあります。
＊危険物運送車両等の特殊車両、３トン吊り以上のクレーン車等を「書類有り」として出品する場合は、所轄官
　  庁での移転登録手続きができる譲渡書類を提出するものとします。但し、３トン吊り以上のクレーン車両の場
　  合は、クレーン検査証の有効期限が翌月末以上あるものとします。
＊特殊燃料（ＬＰＧ・ＣＮＧ等）を使用する車両の燃料タンク使用に於ける容器証明書類等を「書類有り」として
　　出品する場合は、燃料タンクは使用期限内であり、その旨を証明できるものとします（使用期限切れでの出
　　品については「書類無し」とみなします）。

上物の年式が車両年式より２年以上古い場合

三転式等、特殊機構についての記載がない場

合。土砂禁止についてのクレームは、書類発送

後10日以内

必要書類についてのｸﾚｰﾑは、書類発送後

10日以内
―

新車登録より１０年未満及び走行10万ｷﾛ未満

トラック専用（特殊・特装）　クレーム細目　　　　

○ﾎﾞﾃﾞｨｰ及び上物乗せ換え表示
なし

５日（商談は除く）

○ﾀﾞﾝﾌﾟ
５日（商談は除く）

○トラクター、トレーラー

特
殊
・
特
装

修復車

５日

外部落札

５日５日

中Ⅱ

５日

大型・特大中Ⅰ

５日

－45－

トラック専用　クレーム処理細目　　　　
クレーム対象の有無＆申立期間

３０日

＊搬出期限内における車両搬出前           

クレーム申立期間 備　　　　考

そ
の
他

商談

―

クレーム内容 備　考

書類発送後１０日



記号
Ａ
Ｕ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｔ
Ｄ
Ｐ
Ｗ
Ｈ
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｘ
ＸＸ
Ｒ

記号
 Ａ１小
 Ａ２中
 Ａ３大
 Ａ大 　「３」を超える場合
 Ａ多 　複数個所に及ぶ場合
 Ｕ１小
 Ｕ２中
 Ｕ３大 　サッカーボール大程度の大きな凹み・窪み
 Ｕ大 　「３」を超える場合
 Ｕ多 　複数個所に及ぶ場合
 Ｂ１小
 Ｂ２中
 Ｂ３大
 Ｂ大 　「３」を超える場合
 Ｂ多 　複数個所に及ぶ場合
 Ｓ１小
 Ｓ２中
 Ｓ３大
 Ｓ大 　「３」を超える場合
 Ｓ多 　複数個所に及ぶ場合
 Ｃ１小
 Ｃ２中
 Ｃ３大
 Ｃ大 　「３」を超える場合
 Ｃ多 　複数個所に及ぶ場合
 Ｔ１小
 Ｔ２中
 Ｔ３大
 Ｔ大 　「３」を超える場合
 Ｔ多 　複数個所に及ぶ場合
 Ｄ１小
 Ｄ２中
 Ｄ３大
 Ｄ大 　「３」を超える場合
 Ｄ多 　複数個所に及ぶ場合

切れ

割れ

錆

腐食

凹み・窪み

他の瑕疵を
伴う凹み

１，　２，　３，大，多　ペイント
１，　２，　３ 　補修跡・塗装跡
１，　２，　３ 　変色・色褪せ
１，　２，　３ 　塗装剥げ

　ずれ
　押され

１，　２，　３

　手のひら範囲内(A１程度が複数ある場合）
　サッカーボール大程度（A２程度が複数ある場合）

　ゴルフボール大程度の凹み・窪み
　テニスボール大程度の目立つ凹み・窪み

　ゴルフボール大程度
　手のひら範囲内(Ｂ１程度が複数ある場合）
　サッカーボール大程度（Ｂ２程度が複数ある場合）

　ゴルフボール大程度の錆

　要交換

　テニスボール大程度の割れ
　サッカーボール大程度の割れ　

－46－

　交換済み

　テニスボール大程度の目立つ錆
　サッカーボール大程度の大きな錆

　５００円玉程度の腐食
　テニスボール大程度の腐食
　サッカーボール大程度の腐食　

　ゴルフボール大程度の切れ
　テニスボール大程度の目立つ切れ
　サッカーボール大程度の大きな切れ　

　５００円玉程度の割れ

　事故現状

瑕疵 範囲，　程度
　ゴルフボール大程度

瑕疵記号
ポイント 内容

１，　２，　３，大，多　線キズ
１，　２，　３，大，多　凹み・窪み
１，　２，　３，大，多　他の瑕疵を伴う凹み
１，　２，　３，大，多　錆
１，　２，　３，大，多　腐食
１，　２，　３，大，多　切れ
１，　２，　３，大，多　割れ

線キズ



 Ｐ１小
 Ｐ２中
 Ｐ３大
 Ｐ大 　「３」を超える場合
 Ｐ多 　複数個所に及ぶ場合
 Ｗ１小 　すかして見て確認できる補修跡・塗装跡、補修波小・塗装跡小
 Ｗ２中 　容易に確認できる補修跡・塗装跡、補修波中・塗装跡中
 Ｗ３大
 Ｈ１小 　対象部位全体の3分の1程度範囲
 Ｈ２中 　対象部位全体の3分の2程度範囲
 Ｈ３大
 Ｆ１小 　対象部位全体の3分の1程度範囲
 Ｆ２中 　対象部位全体の3分の2程度範囲
 Ｆ３大
 Ｌ
 Ｏ
 Ｘ１部分的交換要す（分割タイプで一部のみ）
 Ｘ２部分的交換要す（分割タイプで両サイド）
 Ｘ３要交換　（ヘコミ大、10㎝以上の亀裂等）
 ＸＸ
 Ｒ

第一メンバー、フロントクロスメンバー第一メンバー シート シート
フロントインサイドパネル 運転席
ラジエーターアッパーサポート

助手席
ライトバッフル、ラジエーターコアサポート

リアシート Ｒシート
セカンドシート 2ｎｄｼｰﾄ

フロントサイドメンバー Ｆサイドメンバー サードシート 3ｎｄｼｰﾄ
バルクヘッド、ダッシュパネルトゥーボード ダッシュ
フロントピラー Ｆピラー 天張り 天張り
センターピラー Ｃピラー ドアトリム トリム
リヤピラー Ｒピラー ハンドル、ステアリングホィール
リアタイヤハウス センターコンソール Ｃコンソール

フロアカーペット フロアーカーペット
クォーターインサイドパネルＲインナー シフトノブ シフトノブ
リアサイドメンバー Ｒサイドメンバー サイドブレーキレバー Ｐブレーキ
トランクフロア Ｒフロア 室内 室内
スペアタイヤハウス スペアタイヤハウス

バックパネル、エンドパネルバックパネル
フロアーメンバー フロアメンバー
リアクロスメンバー、エンドメンバー

フレーム

要交換

補修跡・塗装後

変色・色褪せ

塗装剥げ

ペイント

右ﾊﾝﾄﾞﾙの場合（右Ｆｼｰﾄ）

瑕疵記号

交換済み
事故現状

部位名称対比表

一般呼称 統一用語 一般呼称 統一用語

Ｆインナー

右ﾊﾝﾄﾞﾙの場合（右Ｆｼｰﾄ）
コアサポートＡＳＳＹ、 左ﾊﾝﾄﾞﾙの場合（左Ｆｼｰﾄ）
コアサポート、ネジ留め

ライトバッフル

インストルメンタルパネル、ダッシュボード

ハンドル、ハンドルグリップ
Ｒタイヤハウスインナー、

Ｒタイヤハウスアウター

Ｒクロスメンバー
Ｒクロスメンバーアウター

フレーム
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　ゴルフボール大程度
　手のひら範囲内(Ｐ１程度が複数ある場合）
　サッカーボール大程度（Ｐ２程度が複数ある場合）

　全体的で再加修の必要な補修跡・塗装跡

　対象部位全体に及ぶ場合

　対象部位全体に及ぶ場合
ずれ
押され

コアサポートアッパー 左ﾊﾝﾄﾞﾙの場合（左Ｆｼｰﾄ）
コアサポートアッパー・ネジ留め



外板パネル その他

フロントバンパーフェイス Ｆバンパー ヘッドレスト Ｈレスト
フロントスカート Ｆスカート レギュレターハンドル
ボンネット、フロントエンジンフード Ａ/Ｃダクト ＡＣ吹出し
フェンダーパネル、ガードパネルフェンダー グローブＢＯＸ グローブＢＯＸ
ドアパネル ドア トノカバー トノカバー
ルーフパネル ルーフ バイザー サンバイザー
センターピラーアウター、センターパネルＣピラー 保護棒 保護棒
リアフェンダー、クォーターパネルＲフェンダー 仕切棒 仕切棒
バックパネル、エンドパネルバックパネル トノカバー トノカバー
トランクリッド、トランクフードトランク リアボード リアボード
リアバンパーフェイス Ｒバンパー フロアパネル フロアー
リアスカート、エンドロアパネルＲスカート １ボックス等のフロントフロア
フロントウィンドウスクリーンＦガラス Ｒフロアー
リアガーニッシュ Ｒガーニッシュ
リアゲート、バックドア

部位名称対比表

一般呼称 統一用語 一般呼称 統一用語

レギュレターハンドル
ボンネット、ボンネットダンパー

Ｆフロアー、Ｃフロアー

Ｒゲート
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フロントパネル 平ボディ、アルミブロック
リアパネル、サイドパネル キャブＳパネル ダンプ、深ダンプ
キャビンバックパネル クレーン付ボディ
フロントコーナーパネル アルミウィング
フロントフェンダー アルミバン
リアフェンダー Ｒフェンダー 冷蔵冷凍
サイドバンパー Ｓバンパー 幌、幌ウィング
フロントピラー Ｆピラー オープントップ
リアピラー Ｒピラー バランスボディ
ルーフピラー ルーフピラー アクションバン
フロントフレーム Ｆフレーム パッカー、塵芥
フロントクロスメンバー 第一メンバー 高所作業
リアクロスメンバー Ｒクロスメンバー 穴掘建柱
サブフレーム サブフレーム コンクリート圧送
縦ネタ メインシル コンクリートミキサー
横ネタ クロスシル バキューム

タンクローリー
平ボディ、ダンプ ボディー バルク

ガードフレーム ボトルカー
プロテクター セルフローダー
Ｓゲート スライドローダー
高Ｓゲート フルクレーン
自動シート ラフタークレーン
手動シート トラクター/トレーラー
鉄板バリ バス
板バリ シャーシ

クレーン付 フック Ｗキャブ
ブーム 脱着式コンテナ車
ポスト
アウトリガー
ロングジャッキ
Ｒアウトリガー

バン（箱）、冷蔵冷凍 荷箱
前カベ
右カベ：左カベ
ラッシングレール
スタンバイコード
二層・三層式
ジョルダー

キャブコーナーパネル

Ｆホイルハウス

ラジコン、リモコン
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上物呼称
Ｆパネル、ボンネット

キャブバックパネル

トラック専用部位名称対比表

一般呼称 統一用語
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